
 

 

 

 

 

 

 

 

 

高槻市市民意識調査報告書 
 

市からの広報／高槻市のイメージ／マイナンバーカード／ 
 

スマートフォンの利用／スポーツ／自転車安全利用／ 
 

水道／水害や土砂災害への備え／自治会／市の財政状況等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 
 

高 槻 市 

  



 

 

  



 

 

目次 
Ⅰ 調査の概要 

 １ 調査の目的                             

 ２ 調査の内容                          

 ３ 調査の方法                          

 ４ 報告書のみかた                        

 

Ⅱ 調査結果の概要                         

 

Ⅲ 調査結果 

 １ 回答者の属性                         

 ２ 市からの広報について                       

３ 高槻市のイメージについて                       

４ マイナンバーカードについて                       

５ スマートフォンの利用について                       

６ スポーツについて                       

７ 自転車安全利用について                         

８ 水道について                         

９ 水害や土砂災害への備えについて                       

10 自治会について                       

11 市の財政状況等について                       

 

Ⅳ 調査票                             

 

  1 

  1 

  1 

  1 

 

  3 

 

 

  9 

 14 

 24 

 31 

 43 

 45 

 69 

 90 

 96 

107 

131 

 

137 

 

 

  



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 調査の概要 
 

  



 

 

 



1 

 

Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

 市の施策や各部局の行政計画についての市民意識やニーズを把握し、施策へ反映する際

の基礎資料とする。 

２ 調査の内容 

（１）市からの広報について 

（２）高槻市のイメージについて 

（３）マイナンバーカードについて 

（４）スマートフォンの利用について 

（５）スポーツについて 

（６）自転車安全利用について 

（７）水道について 

（８）水害や土砂災害への備えについて 

（９）自治会について 

（10）市の財政状況等について 

３ 調査の方法 

（１）調査区域 

（２）調査対象者 

（３）抽出法 

（４）調査方式 

（５）調査期間 

 

（６）発送・回収 

高槻市全域 

18歳以上 85歳未満の高槻市民 2,000人 

住民基本台帳からの層化抽出法 

郵送による配付・回収（Web回答を併用） 

令和３年 11月 25日（木）～12月 13日（月） 

（実質令和３年 12月 27日（月）到着分まで） 

発 送 数：2,000件 

回 収 数： 556件（回収率 27.8％、うち無効回答１件） 

W e b 回 答： 350件（回答率 17.5％、うち無効回答１件） 

有効回答数： 904件（有効回答率 45.2％） 

４ 報告書のみかた 

（１）比率は、原則として各設問の無回答を含む集計対象総数（回答者数）に対する百分

比（％）を表している。１人の対象者に２つ以上の回答を求める設問では、百分比

（％）の合計は100.0％を超えている。 

（２）百分比（％）は、小数点第２位以下を四捨五入して表示している。このため、内訳

の合計が100％にならないことがある。また、感想などを集約した“そう思う”や

“満足している”などは、回答数を元に百分比（％）を計算しており、グラフなど

の各分類項目の百分比（％）を集計したものと一致しないことがある。 

（３）分類別の表中の百分比（％）は、すべて各分類項目の該当対象数を100.0％として算

出している。 

（４）グラフ内の「ｎ」は、100％にあたる回答数（基数）である。 

（５）グラフ等の回答・選択肢については、文章・表現などを一部省略している場合があ

る。



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 調査結果の概要 
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Ⅱ 調査結果の概要 

【あなたご自身について（回答者の属性）】（問１～問６） 

・性別については、「男性」が 42.4％、「女性」が 55.2％となっており、「女性」が 12.8ポ

イント高くなっている。 

・年代については、「70歳以上」と回答した割合が 33.3％と最も高く、次いで「60歳代」が

16.7％、「40歳代」が 15.7％の順となっている。 

・家族構成については、「子どもと同居」と回答した割合が 40.0％と最も高く、次いで「夫

婦のみ」が 30.8％、「単身」が 11.0％の順となっている。 

・居住地については、「高槻北地区」と回答した割合が 28.2％と最も高く、次いで「高槻南

地区」が 27.7％、「高槻西地区」が 18.7％の順となっている。 

・居住年数については、「20年以上」と回答した割合が 74.0％と最も高く、次いで「15年以

上 20年未満」が 7.3％、「５年以上 10年未満」が 5.8％の順となっている。 

・職業については、「無職」と回答した割合が 27.8％と最も高く、次いで「事務系の勤め人

（管理職、教員、勤務医師などの専門職も含む）」が 16.2％、「家事専業」が 15.0％の順

となっている。 

 

【市からの広報について】（問７～問 10） 

・市政の動きや市内のイベントなどの情報の入手先については、「広報誌『たかつきＤＡＹ

Ｓ』」と回答した割合が 84.0％と最も高く、次いで「家族や知人」が 29.1％、「自治会等

の回覧や配布文書」が 28.9％の順となっている。 

・「たかつきＤＡＹＳ」を読んでいるかについては、「毎号読んでいる」と回答した割合が

44.9％と最も高く、次いで「ほとんど毎号読んでいる」が 25.7％、「読まないことが多

い」が 24.9％の順となっており、「毎号読んでいる」と「ほとんど毎号読んでいる」を合

わせた“読んでいる”は 70.6％と約７割になっている。 

・「たかつきＤＡＹＳ」を読んでいる人でよく読んでいる記事は、「催し・イベント」と回答

した割合が 53.3％と最も高く、次いで「情報 PickUp」が 48.0％、「巻頭特集」が 47.3％

の順となっている。 

・「情報ＢＯＸワイドたかつき」の視聴については、「ケーブルテレビが映らないので、見た

ことがない」と回答した割合が 39.9％と最も高く、次いで「見たことはある」が 21.0％、

「ケーブルテレビは映るが、見たことはない」が 16.9％の順となっている。 

 

【高槻市のイメージについて】（問 11～問 13） 

・高槻市での今後の居住意向については、「今後も住み続けたい」と回答した割合が 77.8％と

最も高く、次いで「今のところ分からない」が 13.9％、「現在の住まいは移りたいが、高槻

市内に住みたい」が 5.4％の順となっている。 

・高槻市がにぎわっているかについては、「ややそう思う」と回答した割合が 36.0％と最も高

く、次いで「どちらともいえない」が 28.0％、「そう思う」が 14.4％の順となっている。 

・高槻市がにぎわっている点については、「商店街が人でにぎわっている」と回答した割合が

64.8％と最も高く、次いで「大きな公園などの憩いの空間で過ごす人が増えている」が

54.7％、「新規出店が増えている」が 29.5％の順となっている。 
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【マイナンバーカードについて】（問 14～問 19） 

・マイナンバーカードを利用した「証明書コンビニ交付サービス」の認知度については、

「知っている」が 76.1％、「知らない」が 22.2％と、「知っている」が全体の４分の３を

超えている。 

・「証明書コンビニ交付サービス」を知ったきっかけについては、「広報誌『たかつきＤＡＹ

Ｓ』」と回答した割合が 42.9％と最も高く、次いで「カード申請や交付時に説明を受け

て」が 28.1％、「家族や知人に聞いて」が 24.6％の順となっている。 

・マイナンバーカードの取得状況については、「持っている」と回答した割合が 56.9％と最も

高く、次いで「今後も持つつもりはない」が 20.4％、「今後、申請予定である」が 17.9％

の順となっている。 

・マイナンバーカードを取得している人で「証明書コンビニ交付サービス」の利用経験につ

いては、「利用したことがある」が 29.2％、「利用したことがない」が 68.7％となってい

る。 

・マイナンバーカードを取得していても「証明書コンビニ交付サービス」を利用したことが

ない理由については、「証明書が必要な機会がなかった」と回答した割合が 75.6％と最も

高く、次いで「使い方がわからない」が 19.8％、「セキュリティ面が不安」が 11.6％の順

となっている。 

 マイナンバーカードを持つつもりがない理由については、「個人情報漏洩や不正利用が心

配」と回答した割合が 63.0％と最も高く、次いで「持つことでメリットを感じない」が

58.2％、「開庁時間に市役所へ行けない」が 10.3％の順となっている。 

 

【スマートフォンの利用について】（問 20） 

・スマートフォンやタブレット端末の利用頻度については、「スマートフォンのみを利用し

ている」と回答した割合が 61.2％と最も高く、次いで「スマートフォン・タブレット端

末とも利用している」が 20.9％、「どちらも利用していない」が 14.5％の順となってい

る。 

 

【スポーツについて】（問 21～問 30） 

・この１年間にしたスポーツについては、「散歩・ウォーキング、ランニング・ジョギン

グ、野外活動（登山・ハイキング等）」と回答した割合が 66.8％と最も高く、次いで「健

康体操（ラジオ体操等）、ダンス・体操・ヨガ等」が 23.5％、「この 1年間に運動・スポ

ーツはしなかった」が 20.0％の順となっている。 

・スポーツを行う頻度については、「週に２～４回」と回答した割合が 25.2％と最も高く、

次いで「スポーツをしていない」が 24.9％、「週５回以上」が 13.6％の順となっている。 

「週５回以上」と「週に２～４回」と「週１回」を合わせた“週１回以上”と回答した割合

は、52.0％と５割を超えている。 

・定期的にスポーツを行う理由については、「健康維持・増進のため」と回答した割合が

88.5％と最も高く、次いで「楽しみ・気晴らしとして」が 43.4％、「運動能力向上のた

め」が 22.1％の順となっている。 

・普段スポーツをする場所については、「公園・道路・空き地」と回答した割合が 57.7％と
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最も高く、次いで「自宅」が 30.6％、「民間スポーツ施設」が 18.9％の順となっている。 

・定期的にスポーツをしていない理由については、「仕事や家事等で時間がない」と回答し

た割合が 56.2％と最も高く、次いで「病気やケガをしている」が 19.4％、「費用がかか

る」が 19.0％の順となっている。 

・市内スポーツ施設でのイベントの認知度については、「高槻シティハーフマラソン」と回

答した割合が 71.7％と最も高く、次いで「高槻クロスカントリー大会」が 18.4％、「高槻

市民スポーツ祭」が 14.5％の順となっている。 

・市内のスポーツ施設でのイベントの参加経験については、「高槻シティハーフマラソン」

と回答した割合が 7.1％と最も高く、次いで 4.4％の「高槻市民スポーツ祭」、「2.2％の

「合同スポーツ体験教室」となっている。 

・スポーツ推進委員の認知状況については、「知らない」と回答した割合が 80.4％と最も高

く、次いで「名前だけ知っている」が 12.4％、「関わったことがある」が 1.4％の順とな

っている。 

・スポーツ振興で力を入れるべき年代については、「子ども（～19歳）」と回答した割合が

43.4％と最も高く、次いで「成人（20～64歳）」が 28.1％、「高齢者（65歳～）」が

19.0％となっている。 

・スポーツ振興のために力を入れるべき施策については、「身近なスポーツ環境（公園等）

の整備」と回答した割合が 51.7％と最も高く、次いで「スポーツ施設の整備」が

39.8％、「各種（健康づくり・スポーツ体験等）教室・講演会」が 30.2％の順となってい

る。 

 

【自転車安全利用について】（問 31～問 38） 

・自転車の利用目的については、「買い物」と回答した割合が 54.0％と最も高く、次いで「自

転車は利用しない」が 32.9％、「通勤」が 20.4％の順となっている。 

・自転車利用時の通行区分については、「車道の左側」と回答した割合が 52.5％と最も高く、

次いで「歩道」が 42.0％、「自転車は利用しない」が 23.5％の順となっている。 

・駅前の放置自転車対策に必要なことは、「駐輪場や駐輪ラックを増やす」と回答した割合

が 55.2％と最も高く、次いで「駐輪場の利用料金を安くする」が 46.6％、「店ごとに専用

の駐輪場を作る」が 30.0％の順となっている。 

・市内の自転車の走行に必要なことについては、「自動車と分離した自転車通行空間の整備」

と回答した割合が 57.0％と最も高く、次いで「歩行者と分離した自転車通行空間の整備」

が 53.0％、「滑りやすい路面や、側溝の段差など凹凸のある路面の改善」が 29.9％の順と

なっている。 

・『高槻市自転車安全利用条例』の認知度は“知らない”が 82.1％、『たかつき自転車まち

づくり向上計画及び実行計画』では“知らない”が 90.4％とどちらも８割以上となって

いる。 

・自転車乗車時のヘルメット着用については、「着用している」は全体で 1.1％に過ぎず、「着

用していない」と回答した割合が 51.7％と最も高く、次いで「自転車を利用しない」が

32.0％、「着用の義務は知っているが、着用していない」が 10.8％の順となっている。 
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・自転車に関する保険や共済の加入については、「加入している」と回答した割合が 48.8％と

最も高く、次いで「自転車を利用しない」が 28.5％、「加入していない」が 10.5％の順と

なっている。 

・自転車の安全利用に関する取り組みへの満足度については、「駐輪場の整備・充実や放置

自転車対策」は「とても満足している」と「満足している」を合わせた“満足している”

が 47.7％、「安全で快適な自転車通行空間の整備状況」は“満足している”が 23.8％、

「自転車交通ルール・マナーの周知に向けた取り組み」は“満足している”が 23.0％、

「自転車利用を促進する取り組み」は“満足している”が 26.4％となっている。 

 

【水道について】（問 39～問 41） 

・安全な水道水が安定して供給され安心して利用できているかについては、「そう思う」と

回答した割合が 60.1％と最も高く、次いで「まあそう思う」が 31.0％となっている。 

・安心して水道を利用できない理由については、「味」と「におい」と回答した割合が 50.0％

と最も高く、次いで「水質」と「その他」が 28.9％の順となっている。 

・水道水の飲み方については、「そのままではないが飲んでいる（沸騰させて飲む、浄水器を

通して飲む、など）」と回答した割合が 57.7％と最も高く、「蛇口等から出た水をそのまま

飲んでいる」が 27.0％、次いで「水道水は飲まない」が 14.4％となっている。 

 

【水害や土砂災害の備えについて】（問 42～問 47） 

・自宅の水害や土砂災害リスクの把握については、「把握している」が 71.9％、「把握して

いない」が 24.7％となっている。 

・水害や土砂災害リスクの確認手段については、「高槻市のハザードマップ（冊子）」と回答

した割合が 79.5％と最も高く、次いで「高槻市ホームページ」が 26.8％、「国や大阪府の

浸水想定区域図」が 10.6％の順となっている。 

・水害や土砂災害への備えについては、「非常持ち出し品を用意している」と回答した割合

が 41.8％と最も高く、次いで「特に何もしていない」が 34.2％、「災害情報が取得できる

ように、メール等の受信設定をしている」が 28.5％の順となっている。 

・「高槻市水害・土砂災害ハザードマップ 2021改訂版」については、「見た」が 70.9％、

「見ていない」が 24.0％、「届いていない」が 1.5％の順となっている。 

・高槻市のハザードマップの印象については、「分かりやすい」が 67.6％、「大変分かりや

すい」が 16.2％、「分かりにくい」が 13.1％の順となっている。 

・ハザードマップが分かりにくい理由については、「地図の縮尺が小さい」と回答した割合

が 36.9％と最も高く、次いで「とるべき避難行動が分からない」が 35.7％、「情報量が多

すぎる」が 28.6％となっている。 

 

【自治会について】（問 48～問 55） 

・世帯の自治会加入については、「加入している」と回答した割合が 67.1％と最も高く、次い

で「加入していない」が 11.7％、「わからない」が 8.5％となっている。 

・自治会に加入した理由については、「ゴミ出しに必要である」と回答した割合が 51.4％と最

も高く、次いで「回覧板等で地域の情報を得られる」が 49.6％、「近隣住民と交流できる」

が 36.1％の順となっている。 
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・自治会活動への参加については、「Ａ.地域の防犯活動、子どもの見守り活動」、「Ｂ.地域

の防災活動」、「Ｃ.住民相互の助け合い、福祉活動」では、「参加していないが、活動があ

れば参加してみたい」と回答した割合が最も高くなっている。 

一方、「Ｄ.地域清掃や美化活動」、「Ｅ.祭り、文化祭や運動会などの地域行事、親睦を

目的とした活動」では、「参加している、または以前参加したことがある」と回答した割

合が最も高くなっており、「Ｄ.地域清掃や美化活動」では 60.0％が「参加している、ま

たは以前参加したことがある」と回答している。 

・自治会に加入して負担に感じることについては、「役員をやらなくてはいけない」と回答

した割合が 64.3％と最も高く、次いで「会議や行事参加などで時間をとられる」が

38.9％、「特にない」が 19.6％の順となっている。 

・自治会に加入していない理由については、「加入する必要性・メリットを感じない」と回答

した割合が 34.3％と最も高く、次いで「忙しくて活動に参加できない」が 24.3％、「役員

をやりたくない」が 23.6％となっている。 

・自治会活動の認知状況については、「少し知っている」と回答した割合が 30.5％と最も高

く、次いで「よく知っている」が 26.1％、「あまり知らない」が 21.0％の順となってい

る。 

・自治会の活動状況については、「わからない」と回答した割合が 33.6％と最も高く、次いで

「やや活発に活動している」が 29.1％、「あまり活動していない」が 23.1％の順となって

いる。 

・自治会に期待することについては、「役員の負担の軽減」と回答した割合が 35.6％と最も高

く、次いで「防災活動の充実」が 27.9％、「特にない」が 27.0％の順となっている。 

 

【市の財政状況等について】（問 56～問 58） 

・現在の市の財政状況については「わからない」が 62.4％、「現在は、健全な状況を維持し

ている」が 27.8％、「もう既に、健全な状況ではない」が 7.4％となっている。 

・市の行政サービスの在り方と今後の見通しについては、「わからない」と回答した割合が

38.4％と最も高く、次いで「現在の施設数や行政サービス水準のままであれば問題ない」

が 35.1％、「現在より施設を増やしたり、行政サービスを充実させても何ら問題ない」が

11.7％となっている。 

・今後の行政サービスの在り方と利用者負担については、「施設利用料等の利用者負担が増

えてもよいので、現状のサービスを維持すべき」が 41.7％、「わからない」が 36.7％、

「施設利用料等の利用者負担を増やしたくないので、現状のサービスが低下・縮小・廃止

となっても仕方が無い」が 18.3％となっている。 

 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 調査結果 
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Ⅲ 調査結果 

１ 回答者の属性 

問１ あなたの性別（〇は１つだけ） 

 

 

■性別 

 

 

 性別については、「男性」が 42.4％、「女性」が 55.2％となっており、「女性」が 12.8ポ

イント高くなっている。 

 

問２ 11月 1日現在のあなたの年齢（〇は１つだけ） 

 

 

■年代 

 

 

 年代については、「70歳以上」と回答した割合が 33.3％と最も高く、次いで「60歳代」が

16.7％、「40歳代」が 15.7％の順となっている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 男性 383

2 女性 499

無回答 22

904全体

男性

42.4

女性

55.2

無回答

2.4
n=904

(単位：％)

番号 選択肢 回答数

1 18歳・19歳 12

2 20歳代 55

3 30歳代 100

4 40歳代 142

5 50歳代 136

6 60歳代 151

7 70歳以上 301

無回答 7

904全体

18歳・19歳

1.3

20歳代

6.1
30歳代

11.1

40歳代

15.7

50歳代

15.0

60歳代

16.7

70歳以上

33.3

無回答

0.8
n=904

(単位：％)
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■男女別 年代 

 

 

問３ あなたと現在同居されている家族構成（〇は１つだけ） 

 

 

■家族構成 

 

 

 家族構成については、「子どもと同居」と回答した割合が 40.0％と最も高く、次いで「夫婦の

み」が 30.8％、「単身」が 11.0％の順となっている。 

  

1.2

1.6

1.3

7.6

4.2

6.1

10.8

11.7

11.1

18.0

13.1

15.7

15.0

15.9

15.0

17.0

16.4

16.7

29.7

37.1

33.3

0.6

0.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

18歳・19歳 20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

（単位：％）

番号 選択肢 回答数

1 単身 99

2 夫婦のみ 278

3 子どもと同居 362

4 親と同居 98

5 ３世代同居 41

6 その他 15

無回答 11

904全体

単身

11.0

夫婦のみ

30.8
子どもと同居

40.0

親と同居

10.8

３世代同居

4.5

その他

1.7

無回答

1.2
n=904

(単位：％)
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問４ あなたは、どちらの地域にお住まいですか。（〇は１つだけ） 

 

 

■居住地 

 
 

 居住地については、「高槻北地区」と回答した割合が 28.2％と最も高く、次いで「高槻南

地区」が 27.7％、「高槻西地区」が 18.7％の順となっている。 

 

問５ あなたは、高槻市内に通算で何年住んでいますか。（〇は１つだけ） 

 

 

■居住年数 

 

 

 居住年数については、「20年以上」と回答した割合が 74.0％と最も高く、次いで「15年

以上 20年未満」が 7.3％、「５年以上 10年未満」が 5.8％の順となっている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 樫田地区 2

2 高槻北地区 255

3 高槻南地区 250

4 五領地区 33

5 高槻西地区 169

6 如是・富田地区 167

7 三箇牧地区 21

無回答 7

904全体

樫田地区

0.2

高槻北地区

28.2

高槻南地区

27.7

五領地区

3.7

高槻西地区

18.7

如是・

富田地区

18.5

三箇牧地区

2.3

無回答

0.8

n=904

(単位：％)

番号 選択肢 回答数

1 ３年未満 32

2 ３年以上５年未満 26

3 ５年以上10年未満 52

4 10年以上15年未満 51

5 15年以上20年未満 66

6 20年以上 669

無回答 8

904全体

３年未満

3.5
３年以上

５年未満

2.9

５年以上

10年未満

5.8

10年以上

15年未満

5.6

15年以上

20年未満

7.3
20年以上

74.0

無回答

0.9
n=904

(単位：％)
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問６ あなたの職業をお聞きします。複数の職業についている場合は、主な

ものを１つ選んでください。（〇は１つだけ） 

 

 

■職業 

 

 

 職業については、「無職」と回答した割合が 27.8％と最も高く、次いで「事務系の勤め人

（管理職、教員、勤務医師などの専門職も含む）」が 16.2％、「家事専業」が 15.0％の順とな

っている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 農林漁業 4

2
商工・サービス業などの
自営業、またはその家族
従事者

41

3
自由業（開業医、開業弁
護士、芸術家など）

6

4
事務系の勤め人（管理
職、教員、勤務医師など
の専門職も含む）

146

5
技能・労務系の勤め人
（販売・サービス、技
能・作業職など）

134

6 パート、アルバイト 130

7 家事専業 136

8 学生 30

9 無職 251

10 その他 14

無回答 12

904全体

農林漁業

0.4
商工・サービス業などの自営

業、またはその家族従事者

4.5
自由業（開業医、

開業弁護士、

芸術家など）

0.7

事務系の勤め人

（管理職、教員、

勤務医師などの専

門職も含む）

16.2

技能・労務系の勤め

人（販売・サービ

ス、技能・作業職な

ど）

14.8
パート、

アルバイト

14.4

家事専業

15.0

学生

3.3

無職

27.8

その他

1.5

無回答

1.3

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 職業 

・男性 

 
 

・女性 

  
  

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

4.2

9.5

6.6

8.0

4.4

9.1

6.3

1.4

2.0

1.0

1.4

19.0

44.3

22.0

24.4

13.6

17.2

3.5

23.8

27.9

60.0

51.1

22.7

24.8

2.8

19.0

0.0

2.0

6.7

4.5

5.5

1.4

1.6

0.8

45.5

2.6

79.6

23.8

13.1

4.0

6.7

36.8

2.1

3.2

3.3

0.0

6.7

4.5

2.9

0.7

1.6

1.6

2.0

0.0

0.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=142)

60歳代(n=63)

50歳代(n=61)

40歳代(n=50)

30歳代(n=45)

20歳代以下(n=22)

全体（男性）(n=383)

農林漁業
商工・サービス業などの自営業、またはその家族従事者
自由業（開業医、開業弁護士、芸術家など）
事務系の勤め人（管理職、教員、勤務医師などの専門職も含む）
技能・労務系の勤め人（販売・サービス、技能・作業職など）
パート、アルバイト
家事専業
学生
無職
その他
無回答

（単位：％）

4.7

1.2

2.7

3.3

3.7

0.0

3.0

0.0

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

4.7

22.7

26.7

35.2

31.8

15.6

2.0

5.9

12.0

13.3

9.3

9.1

7.6

2.7

32.9

41.3

28.9

22.2

9.1

21.0

37.2

30.6

17.3

22.2

20.4

9.1

26.1

3.7

38.6

3.8

52.0

20.0

1.3

4.4

3.7

2.3

20.8

0.0

0.0

2.7

1.1

0.0

0.0

0.6

1.4

2.4

0.0

0.0

1.9

0.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=148)

60歳代(n=85)

50歳代(n=75)

40歳代(n=90)

30歳代(n=54)

20歳代以下(n=44)

全体（女性）(n=499)

農林漁業
商工・サービス業などの自営業、またはその家族従事者
自由業（開業医、開業弁護士、芸術家など）
事務系の勤め人（管理職、教員、勤務医師などの専門職も含む）
技能・労務系の勤め人（販売・サービス、技能・作業職など）
パート、アルバイト
家事専業
学生
無職
その他
無回答

（単位：％）
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1.5

5.3

1.3

29.1

13.5

3.8

15.2

21.1

4.5

23.3

28.9

3.5

11.6

0.7

0.4

0.4

9.6

26.1

84.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

２ 市からの広報について 

問７ あなたは、市政の動きや市内のイベント・行事などの情報を何から入手していま

すか。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

■市政の動きや市内のイベント

などの情報の入手先 

  

その他：ポスター（１）、スマートフォン（１）、小学校、幼稚園からのお知らせ（１）など 

 

 市政の動きや市内のイベントなどの情報の入手先については、「広報誌『たかつきＤＡＹ

Ｓ』」と回答した割合が 84.0％と最も高く、次いで「家族や知人」が 29.1％、「自治会等の回

覧や配布文書」が 28.9％の順となっている。 

 
  

番号 選択肢 回答数

1 広報誌「たかつきＤＡＹＳ」 759

2 ホームページ 236

3
ケーブルテレビ（J：COM）で放送している
広報番組「情報ＢＯＸワイドたかつき」

87

4 YouTubeの公式アカウント 4

5
Facebookの公式アカウント（はにたん・WAIWAI
カフェ）

4

6 Instagramの公式アカウント 6

7 LINEの公式アカウント 105

8
Twitterの公式アカウント
（(公式)高槻市防災情報・BOTTOたかつきなど）

32

9 自治会等の回覧や配布文書 261

10 新聞 211

11 ラジオ 41

12 テレビ 191

13 インターネット 137

14 ＳＮＳ 34

15 地域情報誌 122

16 家族や知人 263

17 その他 12

18 情報を入手していない 48

無回答 14

2,567

904

回答総数

全体
（単位：％） 
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■男女別 市政の動きや市内のイベントなどの情報の入手先 

  

 

男女別にみると、「広報誌『たかつきＤＡＹＳ』」と回答した割合は男性が 79.9％、女性

が 87.0％とそれぞれ７割を超えている。  

1.4

4.0

1.2

31.9

13.8

4.4

12.8

20.8

5.0

22.2

30.1

4.6

13.4

0.4

0.4

0.0

8.0

26.1

87.0

1.3

7.0

1.3

24.8

13.1

2.9

19.1

21.4

3.7

24.8

27.4

2.1

9.4

0.8

0.5

0.8

12.0

27.7

79.9

1.5

5.3

1.3

29.1

13.5

3.8

15.2

21.1

4.5

23.3

28.9

3.5

11.6

0.7

0.4

0.4

9.6

26.1

84.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無回答

情報を必要としていない

その他

家族や知人

地域情報誌

SNS

インターネット

テレビ

ラジオ

新聞

自治会等の回覧や配布文書

Twitterの公式アカウント

（(公式)高槻市防災情報・BOTTO

たかつきなど）

LINEの公式アカウント

Instagramの公式アカウント

．Facebookの公式アカウント

（はにたん・WAIWAIカフェ）

YouTubeの公式アカウント

ケーブルテレビ（J：COM）で放

送している広報番組「情報ＢＯ

Ｘワイドたかつき」

ホームページ

広報誌「たかつきＤＡＹＳ」

全体(n=904)

男性(n=383)

女性(n=499)

（単位：％）
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■年代別 市政の動きや市内のイベントなどの情報の入手先 

 
年代別にみると、「広報誌『たかつきＤＡＹＳ』」が 20歳代以下を除いて７割を超えてい

る。  

1.0

3.7

2.0

29.9

17.6

0.3

11.6

35.5

9.6

45.5

46.5

1.7

5.3

0.7

0.3

1.0

12.3

18.3

92.7

1.3

3.3

1.3

25.8

15.9

1.3

19.2

23.2

2.6

28.5

33.1

1.3

13.9

0.0

0.7

0.0

13.2

31.8

92.1

1.5

4.4

0.0

27.9

14.0

5.1

14.0

15.4

2.9

13.2

20.6

3.7

18.4

0.7

0.0

0.7

12.5

26.5

85.3

2.1

7.0

2.8

31.0

9.9

5.6

14.1

9.2

0.7

4.2

17.6

2.8

15.5

0.7

0.7

0.0

4.2

34.5

78.2

1.0

9.0

0.0

28.0

8.0

10.0

18.0

7.0

3.0

1.0

10.0

5.0

9.0

0.0

1.0

0.0

4.0

33.0

71.0

1.5

9.0

0.0

31.3

4.5

9.0

23.9

10.4

0.0

9.0

9.0

16.4

16.4

3.0

0.0

0.0

4.5

22.4

58.2

1.5

5.3

1.3

29.1

13.5

3.8

15.2

21.1

4.5

23.3

28.9

3.5

11.6

0.7

0.4

0.4

9.6

26.1

84.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無回答

情報を必要としていない

その他

家族や知人

地域情報誌

SNS

インターネット

テレビ

ラジオ

新聞

自治会等の回覧や配布文書

Twitterの公式アカウント

（(公式)高槻市防災情報・

BOTTOたかつきなど）

LINEの公式アカウント

Instagramの公式アカウント

．Facebookの公式アカウント

（はにたん・WAIWAIカフェ）

YouTubeの公式アカウント

ケーブルテレビ（J：COM）で放

送している広報番組「情報ＢＯ

Ｘワイドたかつき」

ホームページ

広報誌「たかつきＤＡＹＳ」

全体(n=904)

20歳代以下（n=67）

30歳代(n=100)

40歳代(n=142)

50歳代(n=136)

60歳代(n=151)

70歳以上(n=301)

（単位：％）
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問８ あなたは市広報誌「広報たかつき（たかつきＤＡＹＳ）」を読んでいますか。 

（〇は１つだけ） 

 

 
 

■「たかつきＤＡＹＳ」を読んでいるか 

 
 

 「たかつきＤＡＹＳ」を読んでいるかについては、「毎号読んでいる」と回答した割合が

44.9％と最も高く、次いで「ほとんど毎号読んでいる」が 25.7％、「読まないことが多い」

が 24.9％の順となっており、「毎号読んでいる」と「ほとんど毎号読んでいる」を合わせた

“読んでいる”は 70.6％と約７割になっている。 

 
  

番号 選択肢 回答数

1 毎号読んでいる 406

2 ほとんど毎号読んでいる 232

3 読まないことが多い 225

4
「たかつきＤＡＹＳ」が発行
されていることを知らない

30

無回答 11

904全体
毎号読んでいる

44.9

ほとんど毎号

読んでいる

25.7

読まないことが

多い

24.9

「たかつきＤＡＹＳ」が

発行されていることを

知らない

3.3

無回答

1.2

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別「たかつきＤＡＹＳ」を読んでいるか 

 

 

 

※“読んでいる”＝「毎号読んでいる」＋「ほとんど毎号読んでいる」  

 

男女別にみると、男性の“読んでいる”が 65.5％、女性では 74.5％と女性の方が 9.0ポ

イント高くなっている。 

年代別にみると、20歳代以下では“読んでいる”が 28.4％となっている一方、70歳以上

では“読んでいる”が 83.1％となっており、54.7ポイント高くなっている。 

 

  

59.5

49.0

40.4

35.9

36.0

14.9

47.9

41.3

44.9

23.6

27.8

33.8

29.6

20.0

13.4

26.7

24.3

25.7

14.6

21.2

22.8

29.6

34.0

61.2

22.2

28.7

24.9

2.0

2.2

4.2

10.0

10.4

1.8

5.2

3.3

2.3

0.0

0.7

0.7

0.0

0.0

1.4

0.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下

（n=67）

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

毎号読んでいる
ほとんど毎号読んでいる
読まないことが多い
「たかつきＤＡＹＳ」が発行されていることを知らない
無回答

（単位：％）

読んで

いる

70.6

65.5

74.5

28.4

56.0

65.5

74.3

76.8

83.1
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4.4

5.1

2.7

23.2

6.6

6.7

7.8

18.4

12.2

11.1

22.5

23.9

53.3

45.3

48.0

36.2

47.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

問８で「１～３」と答えられた方におたずねします。 

問９ 「たかつきＤＡＹＳ」は大きく以下の記事に分けられます。 

どの記事をよく読んでいますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

■「たかつきＤＡＹＳ」でよく読んで

いる記事 

  

その他：ゴミの収集日（２）、すべて読んでいる（２）など 

 

 「たかつきＤＡＹＳ」でよく読んでいる記事は、「催し・イベント」と回答した割合が

53.3％と最も高く、次いで「情報 PickUp」が 48.0％、「巻頭特集」が 47.3％の順となって

いる。 

 

 
  

番号 選択肢 回答数

1 巻頭特集 408

2 クローズアップ 312

3 情報PickUp 414

4 市政インフォメーション 391

5 催し・イベント 460

6 講座・教室 206

7 健康 194

8 スポーツ 96

9 募集・求人 105

10 高齢者 159

11 子育て応援情報 すくすくPARK 67

12 伝言板 58

13 フォトアルバム 57

14 たかつき歴史アラカルト 200

15 その他 23

16 読むような記事がない 44

無回答 38

3,232

904

回答総数

全体 （単位：％） 
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■男女別 「たかつきＤＡＹＳ」でよく読んでいる記事 

 
 

男女別にみると、「催し・イベント」では女性が 15.5ポイント高くなっているのに対し、

「たかつき歴史アラカルト」では男性が 8.3ポイント高くなっている。 

  

4.1

3.3

2.5

19.7

6.6

8.3

9.9

19.9

13.9

9.9

25.7

30.2

59.8

47.2

53.0

38.3

50.3

4.4

7.8

3.0

28.0

6.6

4.7

5.3

16.9

10.5

13.0

17.7

15.8

44.3

42.4

41.0

33.8

43.2

4.4

5.1

2.7

23.2

6.6

6.7

7.8

18.4

12.2

11.1

22.5

23.9

53.3

45.3

48.0

36.2

47.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

読むような記事がない

その他

たかつき歴史アラカルト

フォトアルバム

伝言板

子育て応援情報

すくすくPARK

高齢者

募集・求人

スポーツ

健康

講座・教室

催し・イベント

市政インフォメーション

（市からのお知らせ）

情報PickUp

（市からの重要なお知らせ）

クローズアップ

（目次のあとの特集）

巻頭特集（表紙から

続く特集）

全体(n=863)

男性(n=361)

女性(n=483)

（単位：％）
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■年代別 「たかつきＤＡＹＳ」でよく読んでいる記事 

 
 

 年代別にみると、「巻頭特集（表紙から続く特集）」と「催し・イベント」では 20歳代が

40％以上となり、他の記事と比べて高くなっている。  

4.8

3.1

2.7

37.8

7.5

10.5

2.4

37.1

3.1

8.2

31.6

24.5

48.3

53.7

58.8

35.0

43.2

1.4

3.4

2.7

30.4

8.8

8.1

3.4

20.9

13.5

10.8

27.0

29.7

56.8

54.7

50.7

37.8

50.7

2.3

3.0

3.8

18.9

7.6

5.3

3.8

8.3

21.2

15.2

20.5

25.8

60.6

43.9

50.0

43.9

56.1

2.2

6.7

2.2

6.7

3.0

3.0

11.1

3.7

16.3

13.3

14.1

23.7

58.5

40.0

43.7

43.0

48.9

11.1

14.4

3.3

5.6

5.6

3.3

31.1

2.2

17.8

8.9

11.1

15.6

48.9

27.8

28.9

28.9

45.6

8.3

6.7

0.0

5.0

5.0

0.0

10.0

0.0

16.7

16.7

5.0

15.0

45.0

18.3

21.7

16.7

40.0

4.4

5.1

2.7

23.2

6.6

6.7

7.8

18.4

12.2

11.1

22.5

23.9

53.3

45.3

48.0

36.2

47.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

読むような記事がない

その他

たかつき歴史アラカルト

フォトアルバム

伝言板

子育て応援情報 すくすくPARK

高齢者

募集・求人

スポーツ

健康

講座・教室

催し・イベント

市政インフォメーション

（市からのお知らせ）

情報PickUp

（市からの重要なお知らせ）

クローズアップ

（目次のあとの特集）

巻頭特集（表紙から続く特集）

全体(n=863)

20歳代以下(n=60)

30歳代(n=90)

40歳代(n=135)

50歳代(n=132)

60歳代(n=148)

70歳以上(n=294)

（単位：％）
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問 10 あなたは、ケーブルテレビ（Ｊ：ＣＯＭ）の市広報番組「情報ＢＯＸワイ

ドたかつき」を見ていますか。（〇は１つだけ） 

 

 

■「情報ＢＯＸワイドたかつき」の 

視聴 

 

 

 「情報ＢＯＸワイドたかつき」の視聴については、「ケーブルテレビが映らないので、見たこ

とがない」と回答した割合が 39.9％と最も高く、次いで「見たことはある」が 21.0％、「ケー

ブルテレビは映るが、見たことはない」が 16.9％の順となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1 よく見る（週1回以上） 37

2 ときどき見る（月1回以上） 73

3 たまに見る（2～3か月に1回程度） 64

4 見たことはある 190

5
ケーブルテレビが映らないので、
見たことがない

361

6
ケーブルテレビは映るが、見たこ
とはない

153

無回答 26

904全体

よく見る（週1回以上）

4.1
ときどき見る

（月1回以上）

8.1

たまに見る

（2～3か月に

1回程度）

7.1

見たことはある

21.0

ケーブルテレビが映らない

ので、見たことがない

39.9

ケーブルテレビ

は映るが、見た

ことはない

16.9

無回答

2.9

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 「情報ＢＯＸワイドたかつき」の視聴 

 

 

 
※“２～３か月に 1 回以上見る”＝「よく見る（週 1 回以上）」＋「ときどき見る（月 1 回以上）」＋ 

「たまに見る（２～３か月に 1 回程度）」 

 

男女別にみると、「よく見る（週 1回以上）」と「ときどき見る（月 1回以上）」と「たま 

に見る（２～３か月に 1回程度）」を合わせた“２～３か月に 1回以上見る”は男性が 20.9％、

女性が 18.0％となっている。 

年代別にみると、“２～３か月に 1回以上見る”は 70歳以上が 25.9％と最も高くなって

いる。  

6.3

7.9

3.7

1.5

3.6

5.0

4.1

13.0

7.3

8.1

2.8

6.0

3.0

6.6

9.9

8.1

6.6

8.6

7.4

10.6

4.0

1.5

7.8

6.0

7.1

14.3

20.5

25.0

28.2

23.0

23.9

22.8

18.5

21.0

39.5

36.4

44.1

37.3

41.0

46.3

39.7

39.9

39.9

14.6

17.2

9.6

20.4

25.0

22.4

15.8

18.5

16.9

5.6

2.0

2.2

0.7

1.0

1.5

3.6

2.1

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下（n=67）

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

よく見る（週1回以上） ときどき見る（月1回以上）

たまに見る（2～3か月に1回程度） 見たことはある

ケーブルテレビが映らないので、見たことがない ケーブルテレビは映るが、見たことはない

無回答

（単位：％）

2～3か月に
1回以上見る

19.2

20.9

18.0

6.0

10.0

13.4

19.1

23.8

25.9
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３ 高槻市のイメージについて 

問 11 あなたは、今後も高槻市に住み続けたいと思いますか（交通の利便性、住環境、

子育て・教育・医療環境、街への愛着などを評価したうえでお答えください）。 

（○は１つだけ） 

 

 

■高槻市での今後の居住意向 

 

 

 高槻市での今後の居住意向については、「今後も住み続けたい」と回答した割合が 77.8％

と最も高く、次いで「今のところ分からない」が 13.9％、「現在の住まいは移りたいが、高

槻市内に住みたい」が 5.4％の順となっている。 

「今後も住み続けたい」と「現在の住まいは移りたいが、高槻市内に住みたい」を合わ

せた“高槻市に住みたい”と回答した割合が 83.2％と８割を超えている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 今後も住み続けたい 703

2
現在の住まいは移りたいが、
高槻市内に住みたい

49

3 市外に移りたい 15

4 今のところ分からない 126

無回答 11

904全体
今後も住み続けたい

77.8

現在の住まいは

移りたいが、

高槻市内に住みたい

5.4

市外に移りたい

1.7

今のところ

わからない

13.9

無回答

1.2

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 高槻市での今後の居住意向 

    
 

※“高槻市に住みたい”＝「今後も住み続けたい」＋「現在の住まいは移りたいが、高槻市内に 

住みたい」  

 

男女別にみると、男性の「今後も住み続けたい」と「現在の住まいは移りたいが、高槻

市内に住みたい」を合わせた“高槻市に住みたい”が 83.6％、女性が 83.0％とともに８割

を超えている。 

年代別にみると、最も高い 70歳以上の“高槻市に住みたい”では 90.0％と９割、最も

低い 20歳代以下でも 67.2％と７割近くになっており、“高槻市に住みたい”と回答した市

民の割合はすべての年代で高くなっている。  

87.7

82.1

72.1

73.9

69.0

58.2

76.8

78.9

77.8

2.3

4.6

7.4

7.7

8.0

9.0

6.2

4.7

5.4

1.3

0.0

1.5

1.4

1.0

9.0

1.6

1.6

1.7

6.3

13.2

17.6

15.5

22.0

23.9

14.2

13.6

13.9

2.3

0.0

1.5

1.4

0.0

0.0

1.2

1.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

今後も住み続けたい

現在の住まいは移りたいが、高槻市内に住みたい

市外に移りたい

今のところわからない

無回答

（単位：％）
高槻市に
住みたい

83.2

83.6

83.0

67.2

77.0

81.7

79.4

86.8

90.0
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問 12 あなたは、高槻市の街が商業、工業または観光により「にぎわっている」と思いま

すか。（○は１つだけ） 

 

 

■高槻市がにぎわっているか 

 
 

 高槻市がにぎわっているかについては、「ややそう思う」と回答した割合が 36.0％と最も

高く、次いで「どちらとも言えない」が 28.0％、「そう思う」が 14.4％の順となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1 そう思う 130

2 ややそう思う 325

3 どちらとも言えない 253

4 あまりそう思わない 129

5 そう思わない 44

無回答 23

904全体

そう思う

14.4

ややそう思う

36.0
どちらとも

言えない

28.0

あまりそう

思わない

14.3

そう思わない

4.9

無回答

2.5

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 高槻市がにぎわっているか 
 

 

男女別にみると、男女ともに「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた“そう思う”

が「あまりそう思わない」と「そう思わない」を合わせた“そう思わない”より高い割合

になっている。 

年代別にみると、すべての年代で“そう思う”が“そう思わない”より高く、60歳代以

下では“そう思う”が５割を超えている。 

  

 

※“そう思う”＝「そう思う」＋「ややそう思う」  

“そう思わない”＝「あまりそう思わない」＋「そう思わない」 

14.0

11.9

15.4

12.0

19.0

16.4

14.4

14.6

14.4

30.2

38.4

36.0

45.1

33.0

43.3

35.9

36.3

36.0

30.2

33.1

26.5

23.9

27.0

19.4

28.3

27.2

28.0

13.6

13.2

14.0

12.7

16.0

19.4

14.0

14.9

14.3

5.6

3.3

5.9

5.6

5.0

1.5

4.0

5.5

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

そう思う ややそう思う どちらとも言えない

あまりそう思わない そう思わない

（単位：％） そう思う
そう

思わない

50.3 19.1

50.9 20.4

50.3 18.0

59.7 20.9

52.0 21.0

57.0 18.3

51.5 19.9

50.3 16.6

44.2 19.3
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問 12で「１．そう思う」「２．ややそう思う」と答えられた方におたずねします。 

問 13 どういった点について、にぎわっていると感じますか。（○はいくつでも） 

 

 

■高槻市がにぎわっている点 

 

その他：駅がにぎわっている（１）、わりとテレビに映されているから（１）、休日はどこに行って

も人が多い気がするので（１）など 

 

 高槻市がにぎわっている点については、「商店街が人でにぎわっている」と回答した割合

が 64.8％と最も高く、次いで「大きな公園などの憩いの空間で過ごす人が増えている」が

54.7％、「新規出店が増えている」が 29.5％の順となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1 商店街が人でにぎわっている 295

2 なじみのお店や老舗の名店が多い 122

3 新規出店が増えている 134

4
企業や工場が多いまたは、企業活動が
活発

86

5 企業間交流が盛ん 5

6 お祭りなどの大型イベントが多い 132

7 街歩きなどの小規模イベントが多い 46

8
大きな公園などの憩いの空間で過ごす
人が増えている

249

9
遺跡や神社仏閣など、歴史資源を訪れ
る人が増えている

110

10 その他 5

無回答 7

1,191

455全体

回答総数

1.5

1.1

24.2

54.7

10.1

29.0

1.1

18.9

29.5

26.8

64.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

（単位：％）
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■男女別 高槻市がにぎわっている点 

  
 

男女別にみると、「商店街が人でにぎわっている」では男性が 65.1％、女性が 64.5％と

どちらも６割を超えている。 

「大きな公園などの憩いの空間で過ごす人が増えている」では男性が 50.8％に対し、女

性は 57.4％と女性の方が 6.6ポイント高くなっている。 

「新規出店が増えている」では男性が 25.6％に対し、女性は 32.7％と女性の方が 7.1ポ

イント高くなっている。 

  

2.0

1.6

23.1

57.4

8.0

26.7

0.4

18.7

32.7

25.9

64.5

1.0

0.5

25.6

50.8

13.3

32.3

2.1

19.0

25.6

27.2

65.1

1.5

1.1

24.2

54.7

10.1

29.0

1.1

18.9

29.5

26.8

64.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

遺跡や神社仏閣など、歴史資源を

訪れる人が増えている

大きな公園などの憩いの空間で

過ごす人が増えている

まち歩きなどの

小規模イベントが多い

お祭りなどの大型イベントが多い

企業間交流が盛ん

企業や工場が多いまたは、

企業活動が活発

新規出店が増えている

なじみのお店や老舗の名店が多い

商店街が人でにぎわっている

全体(n=455)

男性(n=195)

女性(n=251)

（単位：％）
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■年代別 高槻市がにぎわっている点 

  
 

年代別にみると、「商店街が人でにぎわっている」の 60歳代が 72.4％と７割を超えてい

る。  

2.3

0.8

36.8

47.4

10.5

28.6

0.8

15.8

22.6

26.3

67.7

0.0

1.3

23.7

60.5

10.5

31.6

1.3

21.1

25.0

26.3

72.4

1.4

1.4

22.9

50.0

5.7

24.3

2.9

22.9

40.0

32.9

68.6

2.5

1.2

6.2

58.0

4.9

27.2

0.0

17.3

23.5

23.5

55.6

1.9

0.0

26.9

59.6

19.2

30.8

0.0

17.3

38.5

26.9

69.2

0.0

2.5

17.5

60.0

12.5

32.5

2.5

22.5

45.0

22.5

45.0

1.5

1.1

24.2

54.7

10.1

29.0

1.1

18.9

29.5

26.8

64.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

遺跡や神社仏閣など、歴史資源を

訪れる人が増えている

大きな公園などの憩いの空間で

過ごす人が増えている

まち歩きなどの

小規模イベントが多い

お祭りなどの大型イベントが多い

企業間交流が盛ん

企業や工場が多いまたは、

企業活動が活発

新規出店が増えている

なじみのお店や老舗の名店が多い

商店街が人でにぎわっている

全体(n=455)
20歳代以下(n=40)
30歳代(n=52)
40歳代(n=81)
50歳代(n=70)
60歳代(n=76)
70歳以上(n=133)

（単位：％）
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４ マイナンバーカードについて 

すべての方におたずねします。 

問 14 マイナンバーカードを利用して、全国の
．．．

主なコンビニなどで住民票の写しなどの 

証明書が取得できる「証明書コンビニ交付サービス」があります。 

あなたは、このサービスについて知っていますか。（○は１つだけ） 

 

 

■マイナンバーカードを利用した「証明書 

コンビニ交付サービス」の認知度 

 
 マイナンバーカードを利用した「証明書コンビニ交付サービス」の認知度については、

「知っている」と回答した割合が 76.1％、「知らない」が 22.2％と、「知っている」が 

全体の４分の３を超えている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1 知っている 688

2 知らない 201

無回答 15

904全体

知っている

76.1

知らない

22.2

無回答

1.7
n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 マイナンバーカードを利用した「証明書コンビニ交付サービス」

の認知度 

  
 

男女別にみると、「知っている」では男性が 76.0％、女性が 76.2％とほとんど差がな

い。 

年代別にみると、「知っている」は 20代以下と 70代以上が低くなっている。 

 

  

70.4

77.5

83.1

82.4

80.0

67.2

76.2

76.0

76.1

26.2

21.9

15.4

16.2

20.0

32.8

22.4

21.9

22.2

3.3

0.7

1.5

1.4

0.0

0.0

1.4

2.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下

(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

知っている 知らない 無回答

（単位：％）
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問 14で「１．知っている」と答えられた方におたずねします。 

問 15 「証明書コンビニ交付サービス」について何を見て知りましたか。（○はいくつでも） 

 

 

 

■「証明書コンビニ交付サービ

ス」を知ったきっかけ 

 

その他：テレビ（27）、ニュース（15）、CM（３）など 

 

 「証明書コンビニ交付サービス」を知ったきっかけについては、「広報誌『たかつきＤＡ

ＹＳ』」と回答した割合が 42.9％と最も高く、次いで「カード申請や交付時に説明を受け

て」が 28.1％、「家族や知人に聞いて」が 24.6％の順となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1 広報誌「たかつきＤＡＹＳ」 295

2 市ホームページ 106

3 ポスター、リーフレット 73

4 コンビニ店舗 40

5 家族や知人に聞いて 169

6 カード申請や交付時に説明を受けて 193

7 その他 68

無回答 16

960

688

回答総数

全体

2.3

9.9

28.1

24.6

5.8

10.6

15.4

42.9

0.0 20.0 40.0 60.0
（単位：％）
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■男女別 「証明書コンビニ交付サービス」を知ったきっかけ 

  
 

男女別にみると、「広報誌『たかつきＤＡＹＳ』」では男性が 41.9％、女性が 43.2％とあ

まり差がない。 

「家族や知人に聞いて」と「カード申請や交付時に説明を受けて」では、女性の方がそ

れぞれ 6.5ポイント、6.2ポイント高くなっている。

2.4

8.9

31.3

26.8

3.4

10.8

15.3

43.2

2.4

11.7

25.1

20.3

8.6

10.7

15.8

41.9

2.3

9.9

28.1

24.6

5.8

10.6

15.4

42.9

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

その他

カード申請や交付時に説明を受けて

家族や知人に聞いて

コンビニ店舗

ポスター、リーフレット

市ホームページ

広報誌「たかつきDAYS」

全体(n=688)

男性(n=291)

女性(n=380)

（単位：％）
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■年代別 「証明書コンビニ交付サービス」を知ったきっかけ 

 
 

年代別にみると、「広報誌『たかつきＤＡＹＳ』」は年代が上がるにつれて、回答の割合

が高くなっており、最も低い 20歳代以下の 8.9％は最も高い 70歳以上の 70.8％と 60ポイ

ント以上の差がある。 

一方、「家族や知人に聞いて」では、20歳代以下が 48.9％で他の世代より 20ポイント以

上高くなっている。 

  

2.4

6.1

19.8

22.6

4.7

7.5

15.1

70.8

0.9

7.7

36.8

18.8

5.1

12.8

18.8

49.6

3.5

15.0

23.0

22.1

7.1

15.9

15.9

34.5

2.6

14.5

30.8

23.9

2.6

12.0

12.8

25.6

2.5

12.5

40.0

28.8

5.0

7.5

18.8

16.3

0.0

4.4

31.1

48.9

17.8

8.9

8.9

8.9

2.3

9.9

28.1

24.6

5.8

10.6

15.4

42.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

カード申請や交付時に説明を受けて

家族や知人に聞いて

コンビニ店舗

ポスター、リーフレット

市ホームページ

広報誌「たかつきDAYS」

全体(n=688)
20歳代以下(n=45)
30歳代(n=80)
40歳代(n=117)
50歳代(n=113)
60歳代(n=117)
70歳以上(n=212)

（単位：％）
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問 16 あなたは、マイナンバーカードを持っていますか。（○は１つだけ） 

 

 

■マイナンバーカードの取得状況 

 

 マイナンバーカードの取得状況については、「持っている」と回答した割合が 56.9％と最

も高く、次いで「今後も持つつもりはない」が 20.4％、「今後、申請予定である」が 17.9％

の順となっている。 

 

■男女別 年代別 マイナンバーカードの取得状況 

 
男女別にみると、「持っている」では男性が 57.4％、女性が 56.5％と男性が 0.9ポイン

ト高くなっている。 

年代別にみると、「持っている」では 60歳代が 72.2％と割合が最も高くなっている。  

番号 選択肢 回答数

1 持っている 514

2 現在、申請中である 17

3 今後、申請予定である 162

4 今後も持つつもりはない 184

無回答 27

904全体 持っている

56.9

現在、

申請中である

1.9

今後、申請

予定である

17.9

今後も持つ

つもりはない

20.4

無回答

3.0
n=904

(単位：％)

55.8

72.2

55.1

50.7

52.0

49.3

56.5

57.4

56.9

2.3

1.3

1.5

2.1

1.0

3.0

2.0

1.8

1.9

14.3

8.6

21.3

22.5

29.0

23.9

16.6

19.3

17.9

23.3

14.6

17.6

23.9

16.0

23.9

21.8

18.3

20.4

4.3

3.3

4.4

0.7

2.0

0.0

3.0

3.1

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女(n=499)

男(n=383)

全体(n=904)

持っている 現在、申請中である

今後、申請予定である 今後も持つつもりはない

無回答

（単位：％）
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問 16で「１．持っている」と答えられた方におたずねします。 

問 17 あなたは、「証明書コンビニ交付サービス」を利用したことはありますか。 

（○は１つだけ） 

 

 

■「証明書コンビニ交付サービス」 

の利用経験 

 
 マイナンバーカードを取得している人の「証明書コンビニ交付サービス」の利用経験に

ついては、「利用したことがある」が 29.2％、「利用したことがない」が 68.7％となってい

る。 

 

■男女別 年代別 「証明書コンビニ交付サービス」利用経験 

 
 男女別にみると、「利用したことがある」は男性が 33.6％、女性が 25.9％と男性が 7.7

ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「利用したことがある」は 30歳代が 46.2％と最も高くなっている。  

番号 選択肢 回答数

1 利用したことがある 150

2 利用したことがない 353

無回答 11

514全体
利用したこ

とがある

29.2

利用したことが

ない

68.7

無回答

2.1

n=514

(単位：％)

15.5

31.2

38.7

38.9

46.2

21.2

25.9

33.6

29.2

81.5

67.9

57.3

58.3

53.8

78.8

71.3

65.0

68.7

3.0

0.9

4.0

2.8

0.0

0.0

2.8

1.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=168)

60歳代(n=109)

50歳代(n=75)

40歳代(n=72)

30歳代(n=52)

20歳代以下(n=33)

女性(n=282)

男性(n=220)

全体(n=514)

利用したことがある 利用したことがない 無回答

（単位：％）
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問 17で「２．利用したことがない」と答えられた方におたずねします。 

問 18 「証明書コンビニ交付サービス」を利用されなかった理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

■「証明書コンビニ交付サービス」を

利用したことがない理由 

 

その他：富田支所が近い（２）、知らなかった（２）、市役所が近い（２）など 

 

 マイナンバーカードを取得していても「証明書コンビニ交付サービス」を利用したことが

ない理由については、「証明書が必要な機会がなかった」と回答した割合が 75.6％と最も高

く、次いで「使い方がわからない」が 19.8％、「セキュリティ面が不安」が 11.6％の順とな

っている。 

 

■男女別 「証明書コンビニ交付サービス」を利用したことがない理由 

 
 男女別にみると、「証明書が必要な機会がなかった」では男性が 72.0％、女性が 77.6％

と女性の方が男性よりも 5.6ポイント高くなっている。  

番号 選択肢 回答数

1 使い方がわからない 70

2 使える場所や店がわからない 26

3 セキュリティ面が不安 41

4 証明書が必要な機会がなかった 267

5 その他 16

無回答 10

430

353

回答総数

全体

2.5

5.5

77.6

10.0

6.5

19.4

3.5

3.5

72.0

14.0

9.1

21.7

2.8

4.5

75.6

11.6

7.4

19.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無回答

その他

証明書が必要な

機会がなかった

セキュリティ面が不安

使える場所や店が

わからない

使い方がわからない

全体(n=353)

男性(n=143)

女性(n=201)

（単位：％）

2.8

4.5

75.6

11.6

7.4

19.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
（単位：％）
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■年代別 「証明書コンビニ交付サービス」を利用したことがない理由 

 
 

年代別にみると、「証明書が必要な機会がなかった」はすべての年代で７割を超えてい

る。  

1.5

3.6

72.3

15.3

10.2

18.2

2.7

6.8

75.7

9.5

4.1

24.3

2.3

4.7

76.7

9.3

2.3

14.0

2.4

7.1

83.3

7.1

4.8

14.3

10.7

0.0

78.6

14.3

10.7

25.0

3.8

3.8

73.1

3.8

11.5

30.8

2.8

4.5

75.6

11.6

7.4

19.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無回答

その他

証明書が必要な

機会がなかった

セキュリティ面が不安

使える場所や店が

わからない

使い方がわからない

全体(n=353)
20歳代以下(n=26)
30歳代(n=28)
40歳代(n=42)
50歳代(n=43)
60歳代(n=74)
70歳以上(n=137)

（単位：％）
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問 16で「４．今後も持つつもりはない」と答えられた方におたずねします。 

問 19 あなたがマイナンバーカードを持つつもりがない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

■マイナンバーカードを持つつもりがない理由 

 

その他：申請などが面倒（３）、情報管理に疑いがある（２）、個人情報を管理されたくない（１）など 

 

 マイナンバーカードを持つつもりがない理由については、「個人情報漏洩や不正利用が心

配」と回答した割合が 63.0％と最も高く、次いで「持つことでメリットを感じない」が

58.2％、「開庁時間に市役所へ行けない」が 10.3％の順となっている。 

 

番号 選択肢 回答数

1 持つことでメリットを感じない 107

2 手続き方法がわからない 13

3 開庁時間内に市役所へ行けない 19

4 個人情報漏洩や不正利用が心配 116

5 その他 8

6 特に理由はない 16

無回答 4

283

184全体

回答総数

2.2

8.7

4.3

63.0

10.3

7.1

58.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
（単位：％）
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■男女別 マイナンバーカードを持つつもりがない理由

 
 

男女別にみると、「持つことでメリットを感じない」では男性が 74.3％、女性が 48.6％

と男性が 25.7ポイント高くなっている。  

2.8

11.9

2.8

63.3

11.0

7.3

48.6

1.4

2.9

7.1

64.3

8.6

4.3

74.3

2.2

8.7

4.3

63.0

10.3

7.1

58.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

特に理由はない

その他

個人情報漏洩や

不正利用が心配

開庁時間内にカード

取得手続きのため、

市役所へ行けない

手続き方法がわからない

持つことでメリットを

感じない

全体(n=184)

男性(n=70)

女性(n=109)

（単位：％）
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■年代別 マイナンバーカードを持つつもりがない理由 

 
 

年代別にみると、「個人情報漏洩や不正利用が心配」では 50歳代が 75.0％、30歳代が

50.0％と 50歳代が 30歳代より 25.0ポイント高くなっている。 

  

2.9

14.3

2.9

61.4

2.9

4.3

58.6

0.0

13.6

0.0

72.7

4.5

0.0

45.5

0.0

0.0

4.2

75.0

20.8

12.5

50.0

0.0

5.9

2.9

61.8

11.8

2.9

70.6

6.3

0.0

18.8

50.0

25.0

18.8

62.5

6.3

6.3

6.3

56.3

12.5

12.5

62.5

2.2

8.7

4.3

63.0

10.3

7.1

58.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

特に理由はない

その他

個人情報漏洩や

不正利用が心配

開庁時間内にカード

取得手続きのため、

市役所へ行けない

手続き方法がわからない

持つことでメリットを

感じない

全体(n=184)
20歳代以下(n=16)
30歳代(n=16)
40歳代(n=34)
50歳代(n=24)
60歳代(n=22)
70歳以上(n=70)

（単位：％）
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５ スマートフォンの利用について 

すべての方におたずねします。 

問 20 あなたは、ふだんスマートフォンやタブレット端末を利用していますか。 

（〇は１つだけ） 

 

 

■スマートフォンやタブレット端末の利用

状況 

 

 

スマートフォンやタブレット端末の利用状況については、「スマートフォンのみを利用し

ている」と回答した割合が 61.2％と最も高く、次いで「スマートフォン・タブレット端末

とも利用している」が 20.9％、「どちらも利用していない」が 14.5％の順となっている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 スマートフォンのみを利用している 553

2 タブレット端末のみを利用している 13

3
スマートフォン・タブレット端末とも
利用している

189

4 どちらも利用していない 131

無回答 18

904全体

スマートフォン

のみを利用している

61.2タブレット端末のみ

を利用している

1.4

スマートフォン・

タブレット端末

とも利用している

20.9

どちらも利用していない

14.5

無回答

2.0

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 スマートフォンやタブレット端末の利用状況 

 
 

男女別にみると、「スマートフォンのみを利用している」では男性が 55.6％、女性が

65.3％と女性の方が 9.7ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「スマートフォンのみを利用している」では 50歳代で８割を超えてい

る。 

  

47.5

58.3

82.4

63.4

71.0

67.2

65.3

55.6

61.2

2.3

1.3

0.0

1.4

1.0

1.4

1.6

1.4

10.6

27.2

15.4

32.4

28.0

26.9

18.4

24.5

20.9

36.5

10.6

0.7

1.4

1.5

11.8

17.5

14.5

3.0

2.6

1.5

1.4

0.0

0.0

3.0

0.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

スマートフォンのみを利用している
タブレット端末のみを利用している
スマートフォン・タブレット端末とも利用している
どちらも利用していない
無回答

（単位：％）
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６ スポーツについて 

問 21 あなたがこの１年間にしたスポーツはどれですか。（○はいくつでも） 

 

 

■この１年間にしたスポーツ 

 

屋外球技／その他：ゴルフ（40）、グラウンド・ゴルフ（１）、射撃（１）など 

屋内球技／その他：バドミントン（７）、インディアカ（３）など 

武道／その他：弓道（２）、太極拳（１）など 

その他：自転車（サイクリング）（３）、チアリーディング（１）、ボルダリング（１）など 

 

この１年間にしたスポーツについては、「散歩・ウォーキング、ランニング・ジョギン

グ、野外活動（登山・ハイキング等）」と回答した割合が 66.8％と最も高く、次いで「健

康体操（ラジオ体操等）、ダンス・体操・ヨガ等」が 23.5％、「この 1年間に運動・スポー

ツはしなかった」が 20.0％の順となっている。 

  

番号 選択肢 回答数

1
散歩・ウォーキング、ランニング・ジョギ
ング、野外活動（登山・ハイキング等）

604

2
健康体操（ラジオ体操等）、ダンス・体
操・ヨガ等

212

3 トレーニング 88

4 水泳 44

5
野球・ソフトボール
（キャッチボール含む）

24

6 テニス・ソフトテニス 45

7 サッカー・フットサル 21

8 屋外球技／その他 48

9 卓球 21

10 バレーボール 17

11 バスケットボール・３×３ 8

12 屋内球技／その他 13

13 柔道 1

14 空手 2

15 武道／その他 4

16 障がい者スポーツ 3

17 その他 15

18 この1年間に運動・スポーツはしなかった 181

無回答 1

1,352

904全体

回答総数

0.1

20.0

1.7

0.3

0.4

0.2

0.1

1.4

0.9

1.9

2.3

5.3

2.3

5.0

2.7

4.9

9.7

23.5

66.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

（単位：％）
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■男女別 この１年間にしたスポーツ 

 

男女別にみると、「散歩・ウォーキング、ランニング・ジョギング、野外活動（登山・ハ

イキング等）」では男性が 68.7％、女性が 65.3％とあまり差はないが、「健康体操（ラジオ

体操等）、ダンス・体操・ヨガ等」では男性が 14.1％、女性が 31.5％と女性が 17.4ポイン

ト高くなっている。  

0.2

21.6

1.2

0.2

0.2

0.0

0.0

1.6

0.6

2.6

3.0

2.0

1.2

3.8

1.6

4.6

7.0

31.5

65.3

0.0

18.0

2.3

0.5

0.8

0.5

0.3

1.3

1.3

1.0

1.6

9.1

3.9

6.3

4.2

5.2

13.1

14.1

68.7

0.1

20.0

1.7

0.3

0.4

0.2

0.1

1.4

0.9

1.9

2.3

5.3

2.3

5.0

2.7

4.9

9.7

23.5

66.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

この1年間に運動・

スポーツはしなかった

その他

障がい者スポーツ

武道／その他

空手

柔道

屋内球技／その他

バスケットボール・３×３

バレーボール

卓球

屋外球技／その他

サッカー・フットサル

テニス・ソフトテニス

野球・ソフトボール

（キャッチボール含む）

水泳

トレーニング

健康体操（ラジオ体操等）、

ダンス・体操・ヨガ等

散歩・ウォーキング ランニン

グ・ジョギング 野外活動

（登山・ハイキング等）

全体(n=904)

男性(n=383)

女性(n=499)

（単位：％）
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■年代別 この１年間にしたスポーツ 

 
 
年代別にみると、「散歩・ウォーキング、ランニング・ジョギング、野外活動（登山・ハ

イキング等）」では 60歳代以上が７割を超えている。 

0.3

15.9

2.3

0.3

0.0

0.3

0.0

0.3

0.0

0.0

2.3

6.3

0.3

2.7

0.7

3.3

5.6

28.2

71.1

0.0

18.5

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

3.3

0.0

1.3

2.6

6.6

0.0

6.0

0.7

4.6

11.3

27.2

71.5

0.0

28.7

0.7

0.7

1.5

0.7

0.7

1.5

0.7

2.2

2.2

3.7

2.9

7.4

3.7

6.6

8.8

19.1

58.8

0.0

19.7

4.2

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

1.4

3.5

2.1

4.9

3.5

5.6

4.2

5.6

14.1

22.5

63.4

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

1.0

1.0

1.0

5.0

4.0

6.0

3.0

5.0

16.0

17.0

63.0

0.0

14.9

1.5

1.5

1.5

0.0

0.0

1.5

6.0

9.0

4.5

3.0

10.4

4.5

10.4

7.5

7.5

14.9

68.7

0.1

20.0

1.7

0.3

0.4

0.2

0.1

1.4

0.9

1.9

2.3

5.3

2.3

5.0

2.7

4.9

9.7

23.5

66.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

この1年間に運動・

スポーツはしなかった

その他

障がい者スポーツ

武道／その他

空手

柔道

屋内球技／その他

バスケットボール・３×３

バレーボール

卓球

屋外球技／その他

サッカー・フットサル

テニス・ソフトテニス

野球・ソフトボール

（キャッチボール含む）

水泳

トレーニング

健康体操（ラジオ体操等）、

ダンス・体操・ヨガ等

散歩・ウォーキング ランニン

グ・ジョギング 野外活動

（登山・ハイキング等）

全体(n=904)

20歳代以下(n=67)

30歳代(n=100)

40歳代(n=142)

50歳代(n=136)

60歳代(n=151)

70歳以上(n=301)

（単位：％）



48 

 

問 22 あなたは、どれぐらいの頻度でスポーツをしますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

■スポーツを行う頻度 

 

 

スポーツを行う頻度については、「週に２～４回」と回答した割合が 25.2％と最も高

く、次いで「スポーツをしていない」が 24.9％、「週５回以上」が 13.6％の順となってい

る。 

「週５回以上」と「週に２～４回」と「週１回」を合わせた“週１回以上”と回答した

割合は、52.0％と５割を超えている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 週５回以上 123

2 週２～４回 228

3 週１回 119

4 月に１～３回 102

5 ３か月に１～２回 46

6 年に１～３回 33

7 スポーツをしていない 225

無回答 28

904全体

週５回以上

13.6

週２～４回

25.2

週１回

13.2月に１～３回

11.3

３か月に

１～２回

5.1

年に１～３回

3.7
スポーツを

していない

24.9

無回答

3.1

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 スポーツを行う頻度 

 
 
※“週１回以上”＝「週５回以上」＋「週２～４回」＋「週１回」 

 

男女別にみると、“週１回以上”が男性では 57.7％、女性では 47.3％と男性が 10.4ポイ

ント高くなっている。 

年代別にみると、“週１回以上”が 60歳代以上で６割を超えている。  

25.2

11.9

9.6

5.6

5.0

4.5

12.2

15.4

13.6

29.2

35.8

25.0

17.6

11.0

19.4

23.4

26.9

25.2

8.3

18.5

10.3

19.7

17.0

9.0

11.6

15.4

13.2

8.0

5.3

13.2

16.9

12.0

23.9

12.4

10.2

11.3

1.3

2.6

6.6

7.7

10.0

11.9

4.6

5.7

5.1

0.3

1.3

2.9

7.0

7.0

13.4

4.6

2.6

3.7

21.3

22.5

30.1

23.9

37.0

17.9

27.9

21.1

24.9

6.3

2.0

2.2

1.4

1.0

0.0

3.2

2.6

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

週５回以上 週２～４回 週１回

月に１～３回 ３か月に１～２回 年に１～３回

スポーツをしていない 無回答

（単位：％）

週1回

以上

52.0

57.7

47.3

32.8

33.0

43.0

44.9

66.2

62.8
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問 22で「1．週５回以上」「２．週２～４回」「３．週１回」と答えられた方におたずねします。 

問 23 定期的にスポーツをする理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

■定期的にスポーツを行う理由 

 

その他：犬の散歩（３）、子どもの散歩（２）、ダイエット（１）、部活（１）、趣味（１）など 

定期的にスポーツを行う理由については、「健康維持・増進のため」と回答した割合が

88.5％と最も高く、次いで「楽しみ・気晴らしとして」が 43.4％、「運動能力向上のた

め」が 22.1％の順となっている。 

 
■男女別 定期的にスポーツを行う理由 

 

男女別にみると、「健康維持・増進のため」「楽しみ・気晴らしとして」は男女差はあまり

みられないが、「運動能力向上のため」は男性が 10.2ポイント高く、「家族や友人・仲間と

の交流のため」は女性が 8.5ポイント高くなっている。  

番号 選択肢 回答数

1 健康維持・増進のため 416

2 運動能力向上のため 104

3 楽しみ・気晴らしとして 204

4 家族や友人・仲間との交流のため 81

5 その他 17

無回答 4

826

470全体

回答総数

1.3

4.2

21.6

42.8

16.9

87.3

0.5

3.2

13.1

43.9

27.1

89.6

0.9

3.6

17.2

43.4

22.1

88.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無回答

その他

家族や友人・仲間との交流のため

楽しみ・気晴らしとして

運動能力向上のため

健康維持・増進のため

全体(n=470)

男性(n=221)

女性(n=236)

（単位：％）

0.9

3.6

17.2

43.4

22.1

88.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

（単位：％）
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■年代別 定期的にスポーツを行う理由 

 
 

年代別にみると、「健康維持・増進のため」では 40歳代以上が８割を超えている。 

  

1.1

2.6

19.0

40.7

20.6

91.5

1.0

1.0

17.0

42.0

20.0

94.0

1.6

4.9

9.8

47.5

24.6

90.2

0.0

3.3

16.4

45.9

18.0

86.9

0.0

6.1

15.2

48.5

33.3

69.7

0.0

18.2

27.3

50.0

27.3

68.2

0.9

3.6

17.2

43.4

22.1

88.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無回答

その他

家族や友人・仲間との交流のため

楽しみ・気晴らしとして

運動能力向上のため

健康維持・増進のため

全体(n=470)
20歳代以下(n=22)
30歳代(n=33)
40歳代(n=61)
50歳代(n=61)
60歳代(n=100)
70歳以上(n=189)

（単位：％）
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問 24 普段スポーツをする場所はどこですか。（○はいくつでも） 

 

 

■普段スポーツをする場所 

 

その他：山登り（６）、河川敷や堤防（５）、街や田舎道（１）、神社、森の中（１）など 

 

普段スポーツをする場所については、「公園・道路・空き地」と回答した割合が 57.7％

と最も高く、次いで「自宅」が 30.6％、「民間スポーツ施設」が 18.9％の順となってい

る。 

  

番号 選択肢 回答数

1 公共スポーツ施設 69

2 学校体育施設 16

3 民間スポーツ施設 89

4 公民館 31

5 自宅 144

6 公園・道路・空き地 271

7 その他 35

無回答 13

668

470

回答総数

全体

2.8

7.4

57.7

30.6

6.6

18.9

3.4

14.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
（単位：％）
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■男女別 普段スポーツをする場所 

 
 

男女別にみると、「公園・道路・空き地」では男性が 64.7％、女性が 50.4％と男性が

14.3ポイント高くなっている。 

 

  

3.0

5.1

50.4

32.2

11.4

22.0

2.5

15.3

2.7

10.4

64.7

29.0

1.8

15.8

4.5

14.0

2.8

7.4

57.7

30.6

6.6

18.9

3.4

14.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

公園・道路・空き地

自宅

公民館

民間スポーツ施設

学校体育施設

公共スポーツ施設

全体(n=470)
男性(n=221)
女性(n=236)

（単位：％）
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■年代別 普段スポーツをする場所 

 
 

年代別にみると、「公園・道路・空き地」では 20歳代以下が 63.6％、30歳代が 69.7％

と６割を超えている。  

3.7

8.5

60.3

25.9

11.6

15.9

0.0

12.2

2.0

8.0

55.0

32.0

6.0

18.0

5.0

19.0

0.0

4.9

59.0

24.6

3.3

27.9

6.6

18.0

4.9

8.2

45.9

34.4

0.0

26.2

3.3

9.8

3.0

6.1

69.7

54.5

3.0

18.2

6.1

15.2

0.0

4.5

63.6

31.8

0.0

9.1

13.6

18.2

2.8

7.4

57.7

30.6

6.6

18.9

3.4

14.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

公園・道路・空き地

自宅

公民館

民間スポーツ施設

学校体育施設

公共スポーツ施設

全体(n=470)
20歳代以下(n=22)
30歳代(n=33)
40歳代(n=61)
50歳代(n=61)
60歳代(n=100)
70歳以上(n=189)

（単位：％）
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問 22で「６．年１～３回」「７．スポーツをしていない」と答えられた方におたずねします。 

問 25 定期的にスポーツをしていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

■定期的にスポーツをしていない理由 

 

その他：体調に不安（２）、コロナで外出を控えている（２）、年齢が上がって難しい（２）、機会がない（１）、 

体力がない（１）など 

 

定期的にスポーツをしていない理由については、「仕事や家事等で時間がない」と回答し

た割合が 56.2％と最も高く、次いで「病気やケガをしている」が 19.4％、「費用がかかる」

が 19.0％の順となっている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 仕事や家事等で時間がない 145

2 場所や施設がない 33

3 費用がかかる 49

4 一緒にする仲間がいない 40

5 スポーツが嫌い 48

6 病気やケガをしている 50

7 その他 19

無回答 12

396

258

回答総数

全体

4.7

7.4

19.4

18.6

15.5

19.0

12.8

56.2

0.0 20.0 40.0 60.0
（単位：％）
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■男女別 定期的にスポーツをしていない理由 

 

 

男女別にみると、「仕事や家事等で時間がない」では男性が 52.7％、女性が 57.4％と女性

が 4.7ポイント高くなっている。 

 

  

4.3

5.6

16.7

20.4

15.4

22.8

13.0

57.4

5.5

11.0

22.0

15.4

16.5

13.2

13.2

52.7

4.7

7.4

19.4

18.6

15.5

19.0

12.8

56.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

病気やケガをしている

スポーツが嫌い

一緒にする仲間がいない

費用がかかる

場所や施設がない

仕事や家事等で時間がない

全体(n=258)
男性(n=91)
女性(n=162)

（単位：％）
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■年代別 定期的にスポーツをしていない理由 

 
 

年代別にみると、「仕事や家事等で時間がない」では 20歳代以下が 100.0％と他の年代と

比べて高くなっている。 

  

7.7

13.8

40.0

10.8

9.2

4.6

12.3

23.1

8.3

0.0

33.3

13.9

11.1

16.7

2.8

44.4

4.4

11.1

8.9

15.6

13.3

26.7

8.9

64.4

0.0

0.0

6.8

34.1

20.5

31.8

18.2

75.0

2.3

11.4

6.8

20.5

15.9

20.5

15.9

70.5

0.0

0.0

0.0

23.8

38.1

23.8

23.8

100.0

4.7

7.4

19.4

18.6

15.5

19.0

12.8

56.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無回答

その他

病気やケガをしている

スポーツが嫌い

一緒にする仲間がいない

費用がかかる

場所や施設がない

仕事や家事等で時間がない

全体(n=258)
20歳代以下(n=21)
30歳代(n=44)
40歳代(n=44)
50歳代(n=45)
60歳代(n=36)
70歳以上(n=65)

（単位：％）
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すべての方におたずねします。 

問 26 あなたは、市内のスポーツ施設でのイベントについて知っているものはどれです

か。（○はいくつでも） 

 

 

 

■市内スポーツ施設でのイベントの

認知度 

 

その他：市グランドゴルフ（１）、ディスコン市長杯（１）など 

 

市内スポーツ施設でのイベントの認知度については、「高槻シティハーフマラソン」と回

答した割合が 71.7％と最も高く、次いで「高槻クロスカントリー大会」が 18.4％、「高槻

市民スポーツ祭」が 14.5％の順となっている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 高槻シティハーフマラソン 648

2 高槻市民スポーツ祭 131

3 高槻クロスカントリー大会 166

4 合同スポーツ体験教室 52

5 プロ野球ウエスタンリーグ公式戦 76

6 その他 11

7 知っているものはない 98

無回答 125

1,307

904

回答総数

全体

13.8

10.8

1.2

8.4

5.8

18.4

14.5

71.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

（単位：％）
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■男女別 市内スポーツ施設でのイベントの認知度 

 
男女別にみると、「高槻シティハーフマラソン」では男性が 73.4％、女性が 69.9％とどち

らも６割を超えている。 

 

  

16.2

10.0

1.6

5.4

6.2

18.0

16.8

69.9

11.0

12.3

0.8

12.5

5.0

19.1

11.7

73.4

13.8

10.8

1.2

8.4

5.8

18.4

14.5

71.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

知っているものはない

その他

プロ野球ウエスタンリーグ公式戦

合同スポーツ体験教室

高槻クロスカントリー大会

高槻市民スポーツ祭

高槻シティハーフマラソン

全体(n=904)
男性(n=383)
女性(n=499)

（単位：％）
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■年代別 市内スポーツ施設でのイベントの認知度

 
 

年代別にみると、「高槻シティハーフマラソン」では 40歳代以上において７割を超えて

いる。  

20.6

4.7

1.0

6.0

4.7

11.6

15.0

70.8

11.9

6.0

1.3

7.9

5.3

14.6

13.9

79.5

11.0

8.1

0.7

15.4

5.9

25.0

14.7

80.1

7.0

10.6

0.7

12.7

9.9

31.0

21.8

76.8

11.0

27.0

1.0

5.0

4.0

11.0

11.0

61.0

13.4

31.3

3.0

3.0

6.0

28.4

4.5

46.3

13.8

10.8

1.2

8.4

5.8

18.4

14.5

71.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無回答

知っているものはない

その他

プロ野球ウエスタンリーグ公式戦

合同スポーツ体験教室

高槻クロスカントリー大会

高槻市民スポーツ祭

高槻シティハーフマラソン

全体(n=904)
20歳代以下(n=67)
30歳代(n=100)
40歳代(n=142)
50歳代(n=136)
60歳代(n=151)
70歳以上(n=301)

（単位：％）
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問 27 あなたは、市内のスポーツ施設でのイベントについて参加したことがあるものはど

れですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

■市内のスポーツ施設でのイベン

トの参加経験 

 

その他：ディスコン市長杯（１）、ソフトボール大会（１）、テニス団体戦（１）など 

 

市内のスポーツ施設でのイベントの参加経験については、「高槻シティハーフマラソン」

と回答した割合が 7.1％と最も高く、次いで 4.4％の「高槻市民スポーツ祭」、2.2％の「合

同スポーツ体験教室」となっている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 高槻シティハーフマラソン 64

2 高槻市民スポーツ祭 40

3 高槻クロスカントリー大会 18

4 合同スポーツ体験教室 20

5 プロ野球ウエスタンリーグ公式戦 14

6 その他 11

7 参加したことがない 316

無回答 454

937

904

回答総数

全体

50.2

35.0

1.2

1.5

2.2

2.0

4.4

7.1

0.0 20.0 40.0 60.0
（単位：％）
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■男女別 市内のスポーツ施設でのイベントの参加経験

 
男女別にみると、「高槻シティハーフマラソン」は男性が 9.1％、女性が 5.4％と男性が

3.7ポイント高くなっている。 

 

  

53.1

32.9

1.0

0.8

2.4

2.4

5.2

5.4

44.9

39.2

1.6

2.6

1.8

1.6

3.7

9.1

50.2

35.0

1.2

1.5

2.2

2.0

4.4

7.1

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

参加したことがない

その他

プロ野球ウエスタン

リーグ公式戦

合同スポーツ体験教室

高槻クロスカントリー大会

高槻市民スポーツ祭

高槻シティハーフマラソン

全体(n=904)
男性(n=383)
女性(n=499)

（単位：％）



63 

 

■年代別 市内のスポーツ施設でのイベントの参加経験 

 
 

年代別にみると、「高槻シティハーフマラソン」は 50歳代までの年代において１割前後

となっている。 
  

75.4

15.0

1.3

1.0

2.0

0.7

4.0

2.3

58.9

27.8

2.0

1.3

2.0

0.7

3.3

6.0

39.0

41.2

1.5

2.9

2.9

3.7

5.1

11.0

31.0

48.6

0.0

2.1

3.5

4.9

7.0

10.6

22.0

63.0

1.0

2.0

0.0

1.0

5.0

9.0

22.4

59.7

1.5

0.0

3.0

3.0

1.5

10.4

50.2

35.0

1.2

1.5

2.2

2.0

4.4

7.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

参加したことがない

その他

プロ野球ウエスタン

リーグ公式戦

合同スポーツ体験教室

高槻クロスカントリー大会

高槻市民スポーツ祭

高槻シティハーフマラソン

全体(n=904)
20歳代以下(n=67)
30歳代(n=100)
40歳代(n=142)
50歳代(n=136)
60歳代(n=151)
70歳以上(n=301)

（単位：％）
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問 28 あなたは、スポーツ推進委員を知っていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

■スポーツ推進委員の認知状況 

 
 

スポーツ推進委員の認知状況については、「知らない」と回答した割合が 80.4％と最も

高く、次いで「名前だけ知っている」が 12.4％、「関わったことがある」が 1.4％の順とな

っている。 

 

■男女別 年代別 スポーツ推進委員の認知状況 

 
男女別にみると、「名前だけ知っている」は男性が 11.0％、女性が 12.8％と女性が 1.8ポ

イント高くなっている。 

年代別にみると、「名前だけ知っている」は 70歳以上が 15.0％と他の年代に比べて高く

なっている。  

番号 選択肢 回答数

1 関わったことがある 13

2 何をしているか知っている 12

3 名前だけ知っている 112

4 知らない 727

無回答 40

904全体

関わったことがある

1.4

何をしているか

知っている

1.3

名前だけ

知っている

12.4

知らない

80.4

無回答

4.4

n=904

(単位：％)

2.7

0.7

1.5

0.7

1.0

1.2

1.8

1.4

2.3

1.3

1.5

0.7

1.2

1.6

1.3

15.0

14.6

11.8

12.0

5.0

9.0

12.8

11.0

12.4

70.8

78.8

83.8

85.2

93.0

91.0

79.2

82.5

80.4

9.3

4.6

1.5

1.4

1.0

0.0

5.6

3.1

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

関わったことがある 何をしているか知っている 名前だけ知っている

知らない 無回答

（単位：％）
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問 29 スポーツ振興のために、どの年代に対して力を入れるべきと思いますか。 

（○は１つだけ） 

 

 

 

 

■スポーツ振興で力を入れるべき年代 

 
 

スポーツ振興で力を入れるべき年代については、「子ども（～19歳）」と回答した割合が

43.4％と最も高く、次いで「成人（20～64歳）」が 28.1％、「高齢者（65歳～）」が 19.0％

となっている。 

 
■男女別 年代別 スポーツ振興で力を入れるべき年代 

 
男女別にみると、「子ども（～19歳）」は男性が 49.3％、女性が 38.5％と男性が 10.8ポ

イント高くなっている。 

年代別にみると、「子ども（～19歳）」は 30歳代、40歳代が５割を超えている。  

子ども（～19歳）

43.4

成人

（20～64歳）

28.1

高齢者

（65歳～）

19.0

無回答

9.5
n=904

(単位：％)

34.9

40.4

45.6

52.1

55.0

47.8

38.5

49.3

43.4

16.6

25.8

31.6

35.9

38.0

44.8

29.1

26.6

28.1

31.6

25.2

14.7

6.3

6.0

4.5

21.0

17.0

19.0

16.9

8.6

8.1

5.6

1.0

3.0

11.4

7.0

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下

(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

子ども（～19歳） 成人（20～64歳） 高齢者（65歳～） 無回答

（単位：％）

番号 選択肢 回答数

1 子ども（～19歳） 392

2 成人（20～64歳） 254

3 高齢者（65歳～） 172

無回答 86

904全体



66 

 

問 30 スポーツ振興のために力を入れるべき施策はどれだと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

■スポーツ振興のために力を入れる

べき施策 

 

その他：特に必要を感じない（２）、自転車専用道の整備（１）、学校の校庭の開放（１）など 

 

スポーツ振興のために力を入れるべき施策については、「身近なスポーツ環境（公園等）

の整備」と回答した割合が 51.7％と最も高く、次いで「スポーツ施設の整備」が 39.8％、

「各種（健康づくり・スポーツ体験等）教室・講演会」が 30.2％の順となっている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 大規模スポーツイベント 126

2 地域のスポーツ行事 218

3
各種（健康づくり・スポーツ体験
等）教室・講演会

273

4 スポーツ施設の整備 360

5
身近なスポーツ環境（公園等）の
整備

467

6 スポーツに関する広報活動 139

7 その他 23

無回答 79

1,685

904

回答総数

全体

8.7

2.5

15.4

51.7

39.8

30.2

24.1

13.9

0.0 20.0 40.0 60.0
（単位：％）
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■男女別 スポーツ振興のために力を入れるべき施策 

 
 

男女別にみると、「各種（健康づくり・スポーツ体験等）教室・講演会」は男性が 24.5％、

女性が 35.3％と女性が 10.8ポイント高くなっている。 

一方、「身近なスポーツ環境（公園等）の整備」では 8.7ポイント、「スポーツ施設の整備」

では 8.2ポイント男性が高くなっている。 

  

10.8

2.2

14.0

47.7

35.9

35.3

24.6

11.2

6.0

3.1

17.0

56.4

44.1

24.5

23.5

18.3

8.7

2.5

15.4

51.7

39.8

30.2

24.1

13.9

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

その他

スポーツに関する広報活動

身近なスポーツ環境

（公園等）の整備

スポーツ施設の整備

各種（健康づくり・スポーツ

体験等）教室・講演会

地域のスポーツ行事

大規模スポーツイベント

全体(n=904)
男性(n=383)
女性(n=499)

（単位：％）
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■年代別 スポーツ振興のために力を入れるべき施策 

   

 

年代別にみると、「身近なスポーツ環境（公園等）の整備」は 50歳代が 56.6％と高くな

っている。 

  

15.6

2.7

17.3

47.5

25.6

33.9

24.9

5.0

8.6

2.6

16.6

51.7

41.7

33.8

25.8

8.6

6.6

3.7

14.7

56.6

46.3

27.9

16.2

18.4

4.9

2.8

12.7

52.1

46.5

29.6

21.1

19.0

2.0

1.0

13.0

56.0

55.0

26.0

29.0

29.0

1.5

1.5

13.4

52.2

49.3

20.9

31.3

25.4

8.7

2.5

15.4

51.7

39.8

30.2

24.1

13.9

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

その他

スポーツに関する広報活動

身近なスポーツ環境（公園等）の整備

スポーツ施設の整備

各種（健康づくり・スポーツ

体験等）教室・講演会

地域のスポーツ行事

大規模スポーツイベント

全体(n=904)
20歳代以下(n=67)
30歳代(n=100)
40歳代(n=142)
50歳代(n=136)
60歳代(n=151)
70歳以上(n=301)

（単位：％）
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７ 自転車の安全利用について 

問 31 あなたは、どのような目的で自転車を利用しますか。（○はいくつでも） 

 

 

■自転車を利用する目的 

 

その他：子どもの送迎（６）、通院（５）、私用（２）など 

 

自転車を利用する目的については、「買い物」と回答した割合が 54.0％と最も高く、次い

で「自転車は利用しない」が 32.9％、「通勤」が 20.4％の順となっている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 観光・レジャー 84

2 通勤 184

3 通学 30

4 買い物 488

5 仕事・業務 63

6 その他 43

7 自転車は利用しない 297

無回答 15

1,204

904全体

回答総数

1.7

32.9

4.8

7.0

54.0

3.3

20.4

9.3

0.0 20.0 40.0 60.0
（単位：％）
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■男女別 自転車を利用する目的 

 
 

男女別にみると、「観光・レジャー」では男性が 4.8ポイント高くなっているのに対し、

「買い物」では女性が 4.2ポイント高くなっている。 

  

2.2

34.5

5.4

6.6

55.9

3.2

21.6

7.2

1.0

30.3

4.2

7.8

51.7

3.4

18.8

12.0

1.7

32.9

4.8

7.0

54.0

3.3

20.4

9.3

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

自転車は利用しない

その他

仕事・業務

買い物

通学

通勤

観光・レジャー

全体(n=904)
男性(n=383)
女性(n=499)

（単位：％）
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■年代別 自転車を利用する目的 

 
 

 年代別にみると、「通学」は 20歳代以下が 31.3％と他の年代に比べて圧倒的に高く、

「買い物」は 20歳代以下から 60歳代までの年代で５割以上となっている。  

3.3

43.5

7.3

5.0

47.8

0.3

3.0

5.6

2.0

29.8

4.6

12.6

55.6

0.0

21.9

8.6

0.7

32.4

1.5

8.1

55.1

0.0

30.1

7.4

0.7

23.2

4.2

7.0

59.9

2.1

33.8

13.4

0.0

25.0

5.0

5.0

57.0

5.0

36.0

16.0

0.0

23.9

1.5

4.5

59.7

31.3

22.4

13.4

1.7

32.9

4.8

7.0

54.0

3.3

20.4

9.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

自転車は利用しない

その他

仕事・業務

買い物

通学

通勤

観光・レジャー

全体(n=904)
20歳代以下(n=67)
30歳代(n=100)
40歳代(n=142)
50歳代(n=136)
60歳代(n=151)
70歳以上(n=301)

（単位：％）
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問 32 あなたは、自転車を利用する時、主にどこを通行していますか。 

（○はいくつでも） 

 

 

■自転車を利用する時の通行場所 

 

 

自転車を利用する時の通行場所については、「車道の左側」と回答した割合が 52.5％と最

も高く、次いで「歩道」が 42.0％、「自転車は利用しない」が 23.5％の順となっている。 

 
■男女別 自転車を利用する時の通行場所

  
 

男女別にみると、すべての項目において大きな差が見られない。  

番号 選択肢 回答数

1 車道の左側 475

2 車道の右側 21

3 歩道 380

4 わからない 22

5 自転車は利用しない 212

無回答 83

1,193

904

回答総数

全体

10.2

24.4

2.4

41.3

2.6

50.7

7.8

21.7

2.6

43.3

1.8

55.1

9.2

23.5

2.4

42.0

2.3

52.5

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

自転車は利用しない

わからない

歩道

車道の右側

車道の左側

全体(n=904)
男性(n=383)
女性(n=499)

（単位：％）

9.2

23.5

2.4

42.0

2.3

52.5

0.0 20.0 40.0 60.0
（単位：％）
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■年代別 自転車を利用する時の通行場所 

  
 

 年代別にみると、「車道の左側」は 20歳代以下が 64.2％、30歳代が 69.0％と６割を超

えており、「歩道」は 60歳代が 49.7％と他の年代と比べて割合が高くなっている。  

17.3

29.6

1.0

35.9

1.0

38.9

8.6

20.5

2.0

49.7

1.3

57.6

6.6

24.3

2.9

39.7

0.7

52.2

4.2

19.7

3.5

47.9

4.2

59.9

3.0

16.0

2.0

44.0

6.0

69.0

0.0

17.9

7.5

43.3

3.0

64.2

9.2

23.5

2.4

42.0

2.3

52.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

自転車は利用しない

わからない

歩道

車道の右側

車道の左側

全体(n=904)
20歳代以下(n=67)
30歳代(n=100)
40歳代(n=142)
50歳代(n=136)
60歳代(n=151)
70歳以上(n=301)

（単位：％）



74 

 

4.8

5.3

2.7

46.6

11.2

12.4

28.9

30.0

55.2

19.0

0.0 20.0 40.0 60.0
（単位：％）

問 33 駅前周辺の放置自転車を減らすために、あなたはどのようなことが必要だ

と思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 
 

■駅前の放置自転車対策に必要なこ

と 

その他：放置が多いと感じたことが無い（３）、罰金をとる（３）、レンタサイクルの充実（３）、購入時

の記名義務化（２）など 

 

駅前の放置自転車対策に必要なことは、「駐輪場や駐輪ラックを増やす」と回答した割合

が 55.2％と最も高く、次いで「駐輪場の利用料金を安くする」が 46.6％、「店ごとに専用の

駐輪場を作る」が 30.0％の順となっている。 

  

番号 選択肢 回答数

1
駅前での「放置に対する指導や駐輪場
への案内」などの呼びかけを増やす

172

2 駐輪場や駐輪ラックを増やす 499

3 店ごとに専用の駐輪場を作る 271

4 放置自転車の撤去を徹底する 261

5 撤去した自転車の返還費用を高くする 112

6
歩道にベンチを置くなど放置されにく
い環境をつくる

101

7 駐輪場の利用料金を安くする 421

8 その他 24

9 わからない 48

無回答 43

1,952

904全体

回答総数
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■男女別 駅前の放置自転車対策に必要なこと 

 
 

男女別にみると、「駐輪場や駐輪ラックを増やす」、「駐輪場の利用料金を安くする」はど

ちらも男性と女性で大きな差はないが、「店ごとに専用の駐輪場を作る」では女性が男性よ

り 11.3ポイント高く、「放置自転車の撤去を徹底する」では男性が女性より 16.1ポイント

高くなっている。 

  

5.2

5.4

2.4

47.1

11.0

11.0

21.8

35.1

55.7

18.2

4.2

4.7

3.1

46.7

12.0

14.1

37.9

23.8

53.5

20.1

4.8

5.3

2.7

46.6

11.2

12.4

28.9

30.0

55.2

19.0

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

わからない

その他

駐輪場の利用料金を安くする

歩道にベンチを置くなど

放置されにくい環境をつくる

撤去した自転車の返還費用を高くする

放置自転車の撤去を徹底する

店ごとに専用の駐輪場を作る

駐輪場や駐輪ラックを増やす

駅前での「放置に対する指導や駐輪場

への案内」などの呼びかけを増やす

全体(n=904)

男性(n=383)

女性(n=499)

（単位：％）
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■年代別 駅前の放置自転車対策に必要なこと

 
 

 年代別にみると、「駐輪場の利用料金を安くする」では 50歳代が 64.7％、「店ごとに専

用の駐輪場を作る」では 20歳代以下が 52.2％と他の年代と比べて高くなっている。  

10.0

10.0

1.7

32.9

11.3

9.0

30.2

21.3

46.5

28.2

2.6

3.3

2.6

43.0

11.9

15.9

31.1

27.8

62.9

21.9

3.7

4.4

5.1

64.7

11.8

16.2

21.3

27.2

58.1

9.6

1.4

2.8

2.1

51.4

11.3

12.7

26.1

35.9

59.2

14.8

1.0

1.0

3.0

55.0

9.0

13.0

33.0

39.0

60.0

10.0

1.5

1.5

3.0

53.7

11.9

11.9

35.8

52.2

56.7

11.9

4.8

5.3

2.7

46.6

11.2

12.4

28.9

30.0

55.2

19.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

わからない

その他

駐輪場の利用料金を安くする

歩道にベンチを置くなど

放置されにくい環境をつくる

撤去した自転車の返還費用を高くする

放置自転車の撤去を徹底する

店ごとに専用の駐輪場を作る

駐輪場や駐輪ラックを増やす

駅前での「放置に対する指導や駐輪場

への案内」などの呼びかけを増やす

全体(n=904)

20歳代以下(n=67)

30歳代(n=100)

40歳代(n=142)

50歳代(n=136)

60歳代(n=151)

70歳以上(n=301)

（単位：％）
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5.3

5.0

2.3

17.9

3.0

21.9

29.9

10.0

27.0

57.0

53.0

0.0 20.0 40.0 60.0
（単位：％）

問 34 あなたは、市内を自転車で走りやすくするためには、どのようなことが必

要だと思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

■市内の自転車の走行に必要なこと 

 

その他：取り締まりの強化（４）、マナー教育の強化（３）、ルール強化（２）、道路の拡張（２）、マイ

ルの活用（１）、歩行者優先・保護の徹底（１）、自動二輪、大型二輪の駐輪場の充実（１）、自

転車免許制度の導入（１）など 

 

市内を自転車で走りやすくするために必要なことについては、「自動車と分離した自転車

通行空間の整備」と回答した割合が 57.0％と最も高く、次いで「歩行者と分離した自転車

通行空間の整備」が 53.0％、「滑りやすい路面や、側溝の段差など凹凸のある路面の改善」

が 29.9％の順となっている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 歩行者と分離した自転車通行空間の整備 479

2 自動車と分離した自転車通行空間の整備 515

3
目的地まで安全に通行できる、連続した自
転車通行空間の整備

244

4
わかりやすい案内看板の設置や、左側通行
の徹底などの路面標示

90

5
滑りやすい路面や、側溝の段差など凹凸の
ある路面の改善

270

6 電柱など、道路上の障害物の移設や撤去 198

7
路面標示による注意喚起など、交差点部で
の交通安全対策

27

8 路上に駐停車する自動車の取り締まり強化 162

9 その他 21

10 わからない 45

無回答 48

2,099

904

回答総数

全体
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■男女別 市内の自転車の走行に必要なこと 

  
 

男女別にみると、「滑りやすい路面や、側溝の段差など凹凸のある路面の改善」は、男性

が 22.7％、女性が 35.7％と女性が 13.0ポイント高くなっている。 

  

5.2

4.6

1.6

15.2

2.2

21.8

35.7

10.8

27.1

57.5

51.3

5.5

5.0

3.4

20.9

4.2

22.5

22.7

9.4

26.9

55.6

55.4

5.3

5.0

2.3

17.9

3.0

21.9

29.9

10.0

27.0

57.0

53.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

わからない

その他

路上に駐停車する

自動車の取り締まり強化

路面標示による注意喚起など、

交差点部での交通安全対策

電柱など、道路上の

障害物の移設や撤去

滑りやすい路面や、側溝の段差

など凹凸のある路面の改善

わかりやすい案内看板の設置や、

左側通行の徹底などの路面標示

目的地まで安全に通行できる、

連続した自転車通行空間の整備

自動車と分離した

自転車通行空間の整備

歩行者と分離した

自転車通行空間の整備

全体(n=904)

男性(n=383)

女性(n=499)

（単位：％）
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■年代別 市内の自転車の走行に必要なこと 

 
 

 年代別にみると、「自動車と分離した自転車通行空間の整備」が 70歳以上を除くすべて

の年代において最も高くなっている。  

10.6

7.0

2.0

23.3

4.7

18.9

26.2

13.3

21.6

45.2

48.8

3.3

4.6

2.6

20.5

1.3

34.4

39.1

6.6

21.9

57.0

51.7

5.1

4.4

1.5

16.2

0.0

20.6

33.1

9.6

33.1

59.6

52.9

1.4

2.8

2.1

12.7

2.1

25.4

27.5

10.6

28.9

59.9

55.6

2.0

5.0

2.0

11.0

6.0

16.0

22.0

7.0

38.0

74.0

57.0

0.0

0.0

6.0

13.4

3.0

13.4

35.8

6.0

29.9

71.6

64.2

5.3

5.0

2.3

17.9

3.0

21.9

29.9

10.0

27.0

57.0

53.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

わからない

その他

路上に駐停車する

自動車の取り締まり強化

路面標示による注意喚起など、

交差点部での交通安全対策

電柱など、道路上の

障害物の移設や撤去

滑りやすい路面や、側溝の段差

など凹凸のある路面の改善

わかりやすい案内看板の設置や、

左側通行の徹底などの路面標示

目的地まで安全に通行できる、

連続した自転車通行空間の整備

自動車と分離した

自転車通行空間の整備

歩行者と分離した

自転車通行空間の整備

全体(n=904)

20歳代以下(n=67)

30歳代(n=100)

40歳代(n=142)

50歳代(n=136)

60歳代(n=151)

70歳以上(n=301)

（単位：％）
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問 35 あなたは、自転車の安全利用に関する次の条例や計画を知っていますか。 

 

  
 

■男女別 年代別 Ａ．高槻市自転車安全利用条例の認知度 

 
 

『高槻市自転車安全利用条例』の認知度は、「知っている」が 14.3％、「知らない」が

82.1％となっている。 

男女別に見ると、「知っている」は男性が 17.8％、女性が 12.2％と男性が 5.6ポイント

高くなっている。 

年代別にみると、「知っている」は 70歳以上で 18.6％と最も高く、40歳代が 7.7％と最

も低くなっている。  

全
体

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

904 129 742 33

100.0 14.3 82.1 3.7

904 40 817 47

100.0 4.4 90.4 5.2

A．高槻市自転車安全利用条例

B．たかつき自転車まちづくり
向上計画及び実行計画

18.6

13.9

13.2

7.7

13.0

14.9

12.2

17.8

14.3

76.1

82.8

83.8

91.5

84.0

79.1

83.4

79.4

82.1

5.3

3.3

2.9

0.7

3.0

6.0

4.4

2.9

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下

(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

知っている 知らない 無回答

（単位：％）
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■男女別 年代別 Ｂ．たかつき自転車まちづくり向上計画及び実行計画の認知度 

 
 

『たかつき自転車まちづくり向上計画及び実行計画』の認知度では「知っている」が

4.4％、「知らない」が 90.4％となっている。 

男女別にみると、「知っている」は男性が 6.3％、女性が 3.2％と男性が 3.1ポイント高

くなっている。 

年代別にみると、「知っている」は 70歳以上が 7.6％と他の年代に比べて高くなってい

る。  

7.6

4.0

3.7

0.7

2.0

4.5

3.2

6.3

4.4

84.4

92.1

89.0

96.5

97.0

92.5

91.0

89.0

90.4

8.0

4.0

7.4

2.8

1.0

3.0

5.8

4.7

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下

(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

知っている 知らない 無回答

（単位：％）
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問 36 「高槻市自転車安全利用条例」では、自転車乗車用のヘルメットの着用を努

力義務としています。あなたは、自転車乗車時にヘルメットを着用してい

ますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

■自転車乗車時のヘルメット

 
自転車乗車時のヘルメット着用については、「着用している」は全体で 1.1％に過ぎない。

「着用していない」と回答した割合が 51.7％と最も高く、次いで「自転車を利用しない」が

32.0％、「着用の義務は知っているが、着用していない」が 10.8％の順となっている。 

 

■男女別 年代別 自転車乗車時のヘルメット着用 

 
男女別にみると、「着用している」では男性が 2.1％、女性が 0.2％と男性がやや高くなっ

ている。 

 年代別にみると、「着用している」では 60歳代で 2.0％と他の年代に比べて高くなって

いる。  

番号 選択肢 回答数

1 着用している 10

2 着用していないが、購入を検討している 6

3
着用の努力義務は知っているが、
着用していない

98

4 着用していない 467

5 自転車を利用しない 289

無回答 34

904全体

着用している

1.1

着用していないが、

購入を検討している

0.7
着用の努力義務は

知っているが着用していない

10.8

着用していない

51.7

自転車を利用しない

32.0

無回答

3.8

n=904

(単位：％)

0.7

2.0

1.5

1.4

1.0

0.2

2.1

1.1

0.7

0.7

1.0

3.0

0.4

1.0

0.7

12.0

10.6

4.4

10.6

15.0

14.9

9.8

12.5

10.8

36.5

54.3

59.6

64.8

59.0

58.2

51.1

52.5

51.7

41.5

31.1

32.4

21.8

24.0

22.4

32.9

30.3

32.0

8.6

1.3

2.2

1.4

0.0

1.5

5.6

1.6

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下

(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

着用している 着用していないが、

購入を検討している

着用の努力義務は

知っているが着用していない

着用していない 自転車を利用しない 無回答

（単位：％）
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問 37 「大阪府自転車条例」では、自転車利用中に他人にケガをさせた場合などに

備える保険等に加入することを義務としています。あなたは、自転車に関

する保険や共済に加入していますか。（○は１つだけ） 

 

 
 

■自転車に関する保険や共済の加入 

 

 

自転車に関する保険や共済の加入については、「加入している」と回答した割合が 48.8％

と最も高く、次いで「自転車を利用しない」が 28.5％、「加入していない」が 10.5％の順と

なっている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 加入している 441

2 加入を検討・予定している 15

3
加入義務は知っているが、
まだ加入していない

26

4 加入していない 95

5
加入しているかどうか
わからない、知らない

39

6 自転車を利用しない 258

無回答 30

904全体

加入している

48.8

加入を検討・予定している

1.7

加入義務は知っているが、

まだ加入していない

2.9

加入していない

10.5

加入しているかどうか

わからない、知らない

4.3

自転車を利用しない

28.5

無回答

3.3

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 自転車に関する保険や共済の加入 

   
男女別にみると、「加入している」では男性が 49.9％、女性が 48.5％で男性がやや高くな

っている。 

 年代別にみると、「加入している」では 70歳以上を除いて５割を超えている。 

  

30.2

58.3

55.1

64.8

58.0

53.7

48.5

49.9

48.8

2.0

0.0

0.7

2.8

1.0

4.5

1.4

1.8

1.7

4.0

2.6

2.9

0.7

4.0

1.5

3.0

2.6

2.9

13.6

7.3

11.0

7.7

9.0

10.4

8.6

12.8

10.5

2.3

2.0

2.9

4.9

8.0

11.9

4.8

3.7

4.3

41.2

27.2

25.0

16.9

20.0

17.9

29.3

27.4

28.5

6.6

2.6

2.2

2.1

0.0

0.0

4.4

1.8

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

加入している 加入を検討・予定している 加入義務は知っているが、

まだ加入していない
加入していない 加入しているかどうか

わからない、知らない

自転車を利用しない

無回答

（単位：％）
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問 38 あなたは、本市の自転車の安全利用などに関する取り組みに満足していますか。 

各項目について、お考えに近い番号に○をつけてください。 

（○はそれぞれ１つだけ） 

 

 

 

■自転車の安全利用に関する取り組みへの満足度 

 

 
※“満足している”＝「とても満足している」＋「満足している」 

 “満足していない”＝「あまり満足していない」＋「まったく満足していない」 

 

自転車の安全利用に関する取り組みへの満足度については、「駐輪場の整備・充実や放置

自転車対策」は「とても満足している」と「満足している」を合わせた“満足している”

が 47.7％、「安全で快適な自転車通行空間の整備状況」は“満足している”が 23.8％、「自

転車交通ルール・マナーの周知に向けた取り組み」は“満足している”が 23.0％、「自転

車利用を促進する取り組み」は“満足している”が 26.4％となっている。  

全
体

と
て
も
満
足

し
て
い
る

満
足
し
て
い
る

あ
ま
り
満
足

し
て
い
な
い

ま
っ

た
く
満
足

し
て
い
な
い

無
回
答

904 28 403 285 73 115

100.0 3.1 44.6 31.5 8.1 12.7

904 13 202 400 162 127

100.0 1.4 22.3 44.2 17.9 14.0

904 16 192 406 160 130

100.0 1.8 21.2 44.9 17.7 14.4

904 17 222 379 124 162

100.0 1.9 24.6 41.9 13.7 17.9

３．自転車交通ルール・マナーの周
　　知に向けた取り組み※1
４．自転車利用を促進する取り組み
　　※2

１．駐輪場の整備・充実や放置自転
　　車対策
２．安全で快適な自転車通行空間の
　　整備状況

1.9

1.8

1.4

3.1

24.6

21.2

22.3

44.6

41.9

44.9

44.2

31.5

13.7

17.7

17.9

8.1

17.9

14.4

14.0

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４．自転車利用を促進する

取り組み

３．自転車交通ルール・マナー

の周知に向けた取り組み

２．安全で快適な自転車

通行空間の整備状況

１．駐輪場の整備・充実や

放置自転車対策

とても満足している 満足している あまり満足していない

まったく満足していない 無回答

（単位：％）

満足

している

満足して

いない

47.7 39.6

23.8 62.2

23.0 62.6

26.4 55.6

※1：自転車安全利用教室、街頭・駅頭で 

の啓発活動 など 

※2：レンタサイクル（シェアサイク

ル）、サイクルイベントの開催など 
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■男女別 年代別 自転車の安全利用に関する取り組みへの満足度 
１．駐輪場の整備・充実や放置自転車対策 

  
 

※“満足している”＝「とても満足している」＋「満足している」 

 “満足していない”＝「あまり満足していない」＋「まったく満足していない」 

 

駐輪場の整備・充実や放置自転車対策の満足度について、男女別にみると、“満足してい

る”が男性では 47.0％、女性では 48.9％と女性の方がやや高くなっている。 

年代別にみると、20歳代以下は“満足している”が 61.2％と他の年代と比べて高くなっ

ている。 

  

2.0

3.3

5.1

2.1

4.0

4.5

3.4

2.9

3.1

39.5

40.4

40.4

54.9

48.0

56.7

45.5

44.1

44.6

29.2

31.1

37.5

31.0

32.0

32.8

29.1

34.7

31.5

4.3

13.2

9.6

8.5

13.0

3.0

7.0

9.4

8.1

24.9

11.9

7.4

3.5

3.0

3.0

15.0

8.9

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

とても満足している 満足している あまり満足していない

まったく満足していない 無回答

（単位：％）
満足

している

満足して

いない

47.7 39.6

47.0 44.1

48.9 36.1

61.2 35.8

52.0 45.0

57.0 39.4

45.6 47.1

43.7 44.4

41.5 33.6
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２．安全で快適な自転車通行空間の整備状況 

  
 

※“満足している”＝「とても満足している」＋「満足している」 

 “満足していない”＝「あまり満足していない」＋「まったく満足していない」 

 

安全で快適な自転車通行空間の整備状況の満足度について、男女別にみると、“満足して

いる”は男性が 23.2％、女性が 24.4％と女性の方がやや高くなっている。 

年代別にみると、20歳代以下では“満足している”が 44.8％と他の年代に比べて高くな

っている。  

1.3

2.6

0.7

0.7

2.0

1.5

1.2

1.8

1.4

15.9

18.5

19.1

31.0

26.0

43.3

23.2

21.4

22.3

40.5

42.4

53.7

49.3

37.0

44.8

43.9

44.9

44.2

15.0

23.2

19.1

13.4

32.0

7.5

15.0

21.9

17.9

27.2

13.2

7.4

5.6

3.0

3.0

16.6

9.9

14.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

とても満足している 満足している あまり満足していない

まったく満足していない 無回答

（単位：％）

満足

している

満足して

いない

23.8 62.2

23.2 66.8

24.4 58.9

44.8 52.2

28.0 69.0

31.7 62.7

19.9 72.8

21.2 65.6

17.3 55.5
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３．自転車交通ルール・マナーの周知に向けた取り組み 

  
 

※“満足している”＝「とても満足している」＋「満足している」 

 “満足していない”＝「あまり満足していない」＋「まったく満足していない」 

 

自転車交通ルール・マナーの周知に向けた取り組みの満足度について、男女別にみる

と、“満足している”は男性が 20.1％、女性が 25.5％と女性の方が 5.4ポイント高くなっ

ている。 

年代別にみると、40歳代以下では“満足している”が３割を超えている。  

1.3

1.3

1.5

0.7

4.0

4.5

1.8

1.8

1.8

13.3

15.9

17.6

33.8

28.0

41.8

23.6

18.3

21.2

42.2

43.0

58.1

41.5

46.0

38.8

44.5

45.7

44.9

16.3

24.5

15.4

19.0

19.0

10.4

13.4

23.5

17.7

26.9

15.2

7.4

4.9

3.0

4.5

16.6

10.7

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

とても満足している 満足している あまり満足していない

まったく満足していない 無回答

（単位：％）

満足

している

満足して

いない

23.0 62.6

20.1 69.2

25.5 57.9

46.3 49.3

32.0 65.0

34.5 60.6

19.1 73.5

17.2 67.5

14.6 58.5
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４．自転車利用を促進する取り組み 

  
 

※“満足している”＝「とても満足している」＋「満足している」 

 “満足していない”＝「あまり満足していない」＋「まったく満足していない」 

 

自転車利用を促進する取り組みの満足度について、男女別にみると、“満足している”が

男性では 23.5％、女性では 28.7％と女性の方が 5.2ポイント高くなっている。 

年代別にみると、40歳代以下では“満足している”が３割を超えている。  

1.7

1.3

2.2

1.4

3.0

3.0

1.8

2.1

1.9

16.6

19.9

19.9

38.0

30.0

43.3

26.9

21.4

24.6

35.9

44.4

53.7

42.3

44.0

38.8

41.3

43.3

41.9

12.3

17.9

13.2

11.3

20.0

7.5

10.0

18.5

13.7

33.6

16.6

11.0

7.0

3.0

7.5

20.0

14.6

17.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

とても満足している 満足している あまり満足していない

まったく満足していない 無回答

（単位：％）
満足

している

満足して

いない

26.4 55.6

23.5 61.9

28.7 51.3

46.3 46.3

33.0 64.0

39.4 53.5

22.1 66.9

21.2 62.3

18.3 48.2
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８ 水道について 

問 39 あなたは、安全な水道水が安定して供給されており、安心して水道を利用できて

いると思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

■安全な水道水が安定して供給され安心

して利用できているか 

 

 安全な水道水が安定して供給され安心して利用できているかについては、「そう思う」と

回答した割合が 60.1％と最も高く、次いで「まあそう思う」が 31.0％となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1 そう思う 543

2 まあそう思う 280

3 思わない 38

4 どちらともいえない 27

無回答 16

904全体

そう思う

60.1

まあそう思う

31.0

思わない

4.2

どちらともいえない

3.0

無回答

1.8

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 安全な水道水が安定して供給され安心して利用できているか 

 

 

 

 

 

※“そう思う”＝「そう思う」＋「まあそう思う」  

 

男女別にみると、「そう思う」と「まあそう思う」を合わせた“そう思う”と回答した男

性が 92.2％、女性が 90.2％と男性の方が 2.0ポイント高くなっている。 

年代別にみると、20歳代以下の“そう思う”が 94.0％と最も高くなっている。 

  

66.4

60.3

50.7

52.8

60.0

68.7

54.9

66.6

60.1

25.2

32.5

36.0

37.3

32.0

25.4

35.3

25.6

31.0

2.3

3.3

9.6

3.5

5.0

4.5

3.8

5.0

4.2

2.3

3.3

2.2

4.9

3.0

1.5

4.0

1.3

3.0

3.7

0.7

1.5

1.4

2.0

1.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下

(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

そう思う まあそう思う 思わない

どちらともいえない 無回答

（単位：％）
そう思う

91.0

92.2

90.2

94.0

92.0

90.1

86.8

92.7

91.7
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問 39で「３．思わない」と答えられた方におたずねします。 

問 40 安心して水道を利用できない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

■安心して水道を利用できない理由 

 

その他：料金が高い（４）、飲み水として販売されているものより良いことを示してほしい（１）、マン

ホールに吸いがらを捨てる人がいる（１）など 

 

 安心して水道を利用できない理由については、「味」と「におい」と回答した割合が 50.0％

と最も高く、次いで「水質」と「その他」が 28.9％の順となっている。 

 

■男女別 安心して水道を利用できない理由 

  
男女別にみると、「味」と回答した男性は 36.8％に対し、女性が 63.2％と男性より 26.4

ポイント高くなっている。  

番号 選択肢 回答数

1 味 19

2 水温 4

3 におい 19

4 工事等による断水 3

5 水質 11

6 その他 11

無回答 0

67

38

回答総数

全体

0.0

21.1

31.6

15.8

57.9

15.8

63.2

0.0

36.8

26.3

0.0

42.1

5.3

36.8

0.0

28.9

28.9

7.9

50.0

10.5

50.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

水質

工事等による断水

におい

水温

味

全体(n=38)
男性(n=19)
女性(n=19)

（単位：％）

0.0

28.9

28.9

7.9

50.0

10.5

50.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

（単位：％）
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■年代別 安心して水道を利用できない理由 

 
 

年代別にみると、「味」と「におい」と回答した割合は 20歳代以下が 66.7％と最も高く

なっている。 

  

0.0

28.6

28.6

0.0

57.1

14.3

57.1

0.0

40.0

20.0

0.0

40.0

0.0

60.0

0.0

15.4

46.2

15.4

53.8

0.0

46.2

0.0

60.0

40.0

20.0

60.0

40.0

40.0

0.0

40.0

0.0

0.0

20.0

0.0

40.0

0.0

0.0

0.0

0.0

66.7

33.3

66.7

0.0

28.9

28.9

7.9

50.0

10.5

50.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

水質

工事等による断水

におい

水温

味

全体(n=38)
20歳代以下(n=3)
30歳代(n=5)
40歳代(n=5)
50歳代(n=13)
60歳代(n=5)
70歳以上(n=7)

（単位：％）
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すべての方におたずねします。 

問 41 あなたは水道水をどのように飲んでいますか。（○は１つだけ） 

 

 

■水道水の飲み方 

 

 

 水道水の飲み方については、「そのままではないが飲んでいる（沸騰させて飲む、浄水器

を通して飲む、など）」と回答した割合が 57.7％と最も高く、「蛇口等から出た水をそのま

ま飲んでいる」が 27.0％、次いで「水道水は飲まない」が 14.4％となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1
蛇口等から出た水をそのまま
飲んでいる

244

2
そのままではないが飲んでいる
（沸騰させて飲む、浄水器を
通して飲む、など）

522

3 水道水は飲まない 130

無回答 8

904全体

蛇口等から出た水を

そのまま飲んでいる

27.0

そのままではない

が飲んでいる（沸

騰させて飲む、浄

水器を通して飲

む、など）

57.7

水道水は飲

まない

14.4

無回答

0.9

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 水道水の飲み方 

  
 

男女別にみると、「そのままではないが飲んでいる（沸騰させて飲む、浄水器を通して飲

む、など）」では男性が 54.8％、女性が 59.9％と女性が 5.1ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「そのままではないが飲んでいる（沸騰させて飲む、浄水器を通して飲

む、など）では 60歳代以上において６割を超えている。  

14.0

14.1

29.4

33.1

33.6

25.4

24.8

29.5

27.0

64.0

65.5

55.9

51.0

56.5

55.2

59.9

54.8

57.7

22.0

19.7

13.2

15.9

8.3

19.4

14.2

14.9

14.4

0.0

0.7

1.5

0.0

1.7

0.0

1.0

0.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

蛇口等から出た水をそのまま飲んでいる

そのままではないが飲んでいる（沸騰させて飲む、浄水器を通して飲む、など）

水道水は飲まない

無回答

（単位：％）
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９ 水害や土砂災害の備えについて 

問 42 あなたは、自宅の水害・土砂災害リスクを把握していますか。 

（○は１つだけ） 

 

 

■自宅の水害や土砂災害リスクの把握 

 
 

 自宅の水害や土砂災害リスクの把握については、「把握している」が 71.9％、「把握して

いない」が 24.7％となっている。 

 

■男女別 年代別 自宅の水害や土砂災害リスクの把握 

 

 

 

男女別にみると、「把握している」の男性が 72.8％、女性が 71.1％と男性が 1.7ポイン

ト高くなっている。 

年代別にみると、「把握している」が 40歳代以上において７割を超えている。  

番号 選択肢 回答数

1 把握している 650

2 把握していない 223

無回答 31

904全体

把握している

71.9

把握していない

24.7

無回答

3.4
n=904

(単位：％)

73.8

74.2

70.6

73.9

69.0

65.7

71.1

72.8

71.9

17.6

25.2

27.9

24.6

31.0

34.3

24.8

24.5

24.7

8.6

0.7

1.5

1.4

0.0

0.0

4.0

2.6

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下

(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

把握している 把握していない 無回答

（単位：％）
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問 43 あなたは、水害・土砂災害リスクをどのような手段で確認していますか。（○はいく

つでも） 

 

 

■水害や土砂災害リスクの確認手段 

 

その他：確認していない（５）、想定していない（１）、テレビ（１）、川の近くなど（１）など 

 

 水害や土砂災害リスクの確認手段については、「高槻市のハザードマップ（冊子）」と回

答した割合が 79.5％と最も高く、次いで「高槻市ホームページ」が 26.8％、「国や大阪府

の浸水想定区域図」が 10.6％の順となっている。 

 

■男女別 水害や土砂災害リスクの確認手段 

 

男女別にみると、「高槻市のハザードマップ（冊子）」の男性が 74.9％、女性が 82.4％と

女性が 7.5ポイント高くなっている。  

番号 選択肢 回答数

1 高槻市のハザードマップ（冊子） 719

2 高槻市ホームページ 242

3 ハザードマップポータルサイト 67

4 浸水ナビ 20

5 国や大阪府の浸水想定区域図 96

6 その他 21

無回答 52

1,217

904

回答総数

全体

6.4

1.8

7.6

2.4

5.6

25.1

82.4

5.0

3.1

14.1

2.1

9.9

30.3

74.9

5.8

2.3

10.6

2.2

7.4

26.8

79.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無回答

その他

国や大阪府の浸水想定区域図

浸水ナビ

ハザードマップポータルサイト

高槻市ホームページ

高槻市のハザードマップ（冊子）

全体(n=904)

男性(n=383)

女性(n=499)

（単位：％）

5.8

2.3

10.6

2.2

7.4

26.8

79.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

（単位：％）
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■年代別 水害や土砂災害リスクの確認手段 

 

年代別にみると、「高槻市のハザードマップ（冊子）」がすべての年代において７割を超

えている。 

「高槻市ホームページ」では、20歳代以下が他の年代に比べ高くなっている。 

  

6.6

3.0

9.3

1.7

5.6

21.9

82.7

4.0

1.3

7.3

0.7

5.3

24.5

87.4

6.6

2.2

11.8

3.7

8.1

33.1

77.9

5.6

2.1

12.7

2.1

8.5

27.5

75.4

5.0

3.0

12.0

4.0

14.0

26.0

73.0

3.0

1.5

16.4

3.0

7.5

43.3

70.1

5.8

2.3

10.6

2.2

7.4

26.8

79.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無回答

その他

国や大阪府の浸水想定区域図

浸水ナビ

ハザードマップポータルサイト

高槻市ホームページ

高槻市のハザードマップ（冊子）

全体(n=904)
20歳代以下(n=67)
30歳代(n=100)
40歳代(n=142)
50歳代(n=136)
60歳代(n=151)
70歳以上(n=301)

（単位：％）
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問 44 あなたは、水害や土砂災害に対し、どのような備えをしていますか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

■水害や土砂災害への

備え 

 

その他：ある程度用意はしているが、まとめていない（１）など 

 

 水害や土砂災害への備えについては、「非常持ち出し品を用意している」と回答した割合

が 41.8％と最も高く、次いで「特に何もしていない」が 34.2％、「災害情報が取得できる

ように、メール等の受信設定をしている」が 28.5％の順となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1 非常持ち出し品を用意している 378

2 家族で避難行動について確認している 215

3
マイマップ（避難経路）やマイタイムライン（防災行動予定表）を
作成し、いざという時の行動をあらかじめ考えている

36

4 地域の防災訓練などに参加し、地域とのつながりを作っている 75

5 災害情報が取得できるように、メール等の受信設定をしている 258

6 特に何もしていない 309

7 その他 4

無回答 19

1,294

904

回答総数

全体

2.1

0.4

34.2

28.5

8.3

4.0

23.8

41.8

0.0 20.0 40.0 60.0

（単位：％）
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■男女別 年代別 水害や土砂災害への備え 

   
 

男女別にみると、「非常持ち出し品を用意している」の男性が 43.3％、女性が 41.1％と

男性がやや高くなっている。 

  

3.6

0.2

31.5

29.3

9.6

3.0

22.2

41.1

0.3

0.8

36.6

27.4

7.0

5.5

26.1

43.3

2.1

0.4

34.2

28.5

8.3

4.0

23.8

41.8

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

その他

特に何もしていない

災害情報が取得できるように、

メール等の受信設定をしている

地域の防災訓練などに参加し、

地域とのつながりを作っている

マイマップ（避難経路）やマイ

タイムライン（防災行動予定表）を

作成し、いざという時の行動を

あらかじめ考えている

家族で避難行動に

ついて確認している

非常持ち出し品を用意している

全体(n=904)

男性(n=383)

女性(n=499)

（単位：％）
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■年代別 年代別 水害や土砂災害への備え 

   
 

年代別にみると、「非常持ち出し品を用意している」の 30歳代が 49.0％と最も高くなっ

ている。  

4.7

0.3

36.9

23.9

15.3

6.3

24.3

36.9

0.0

1.3

35.1

32.5

8.6

0.7

18.5

43.0

1.5

0.0

27.2

41.9

5.9

2.2

23.5

47.8

1.4

0.0

34.5

29.6

1.4

1.4

29.6

39.4

1.0

0.0

34.0

21.0

4.0

4.0

24.0

49.0

0.0

1.5

32.8

23.9

3.0

10.4

22.4

43.3

2.1

0.4

34.2

28.5

8.3

4.0

23.8

41.8

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

その他

特に何もしていない

災害情報が取得できるように、

メール等の受信設定をしている

地域の防災訓練などに参加し、

地域とのつながりを作っている

マイマップ（避難経路）やマイ

タイムライン（防災行動予定表）を

作成し、いざという時の行動を

あらかじめ考えている

家族で避難行動に

ついて確認している

非常持ち出し品を用意している

全体(n=904)

20歳代以下(n=67)

30歳代(n=100)

40歳代(n=142)

50歳代(n=136)

60歳代(n=151)

70歳以上(n=301)

（単位：％）
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問 45 あなたは、令和３年６月に高槻市が各ご家庭に配布した「高槻市水害・土砂災害

ハザードマップ 2021改訂版」をご覧になられましたか。（○は１つだけ） 

 

 

■「高槻市水害・土砂災害ハザードマ

ップ 2021改訂版」を見たか 

 

 「高槻市水害・土砂災害ハザードマップ 2021改訂版」を見たかについては、「見た」が

70.9％、「見ていない」が 24.0％、「届いていない」が 1.5％の順となっている。 

 

■男女別 年代別 「高槻市水害・土砂災害ハザードマップ 2021改訂版」を見たか 

   
男女別にみると、「見た」では男性が 72.8％、女性が 68.9％と男性が 3.9ポイント高く

なっている。 

年代別にみると、20歳代以下では「見た」が 52.2％で低くなっているが、年代が上がる

につれて「見た」の回答割合が高くなっている。  

番号 選択肢 回答数

1 見た 641

2 見ていない 217

3 届いていない 14

無回答 32

904全体

見た

70.9

見ていない

24.0

届いていない

1.5

無回答

3.5
n=904

(単位：％)

76.7

74.8

70.6

68.3

66.0

52.2

68.9

72.8

70.9

16.6

19.2

24.3

28.9

30.0

44.8

24.0

24.5

24.0

0.7

2.6

3.7

0.0

2.0

1.5

2.0

1.0

1.5

6.0

3.3

1.5

2.8

2.0

1.5

5.0

1.6

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下

(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

見た 見ていない 届いていない 無回答

（単位：％）
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問 46 高槻市のハザードマップの印象を教えてください。（○は１つだけ） 

 

 

■高槻市のハザードマップの印象 

 
 

 高槻市のハザードマップの印象については、「分かりやすい」が 67.6％、「大変分かりや

すい」が 16.2％、「分かりにくい」が 13.1％の順となっている。 

（問 45で「１．見た」と答えた方の回答を集計しています。） 

 

■男女別 年代別 高槻市のハザードマップの印象 

 
※“分かりやすい”＝「大変分かりやすい」＋「分かりやすい」  

 

男女別にみると、「大変分かりやすい」と「分かりやすい」を合わせた“分かりやすい”

と回答した男性が 83.9％、女性が 84.3％とほとんど差がない。 

年代別にみると、すべての年代において“分かりやすい”が８割を超えている。  

番号 選択肢 回答数

1 大変分かりやすい 104

2 分かりやすい 433

3 分かりにくい 84

無回答 20

641全体

大変分かり

やすい

16.2

分かりやすい

67.6

分かり

にくい

13.1

無回答

3.1

n=641

(単位：％)

15.6

11.5

10.4

20.6

24.2

20.0

15.4

17.6

16.2

65.8

73.5

70.8

66.0

63.6

65.7

68.9

66.3

67.6

11.7

13.3

17.7

12.4

12.1

14.3

11.3

15.4

13.1

6.9

1.8

1.0

1.0

0.0

0.0

4.4

0.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=231)

60歳代(n=113)

50歳代(n=96)

40歳代(n=97)

30歳代(n=66)

20歳代以下(n=35)

女性(n=344)

男性(n=279)

全体(n=641)

大変分かりやすい 分かりやすい 分かりにくい 無回答

（単位：％）

分かり

やすい

83.8

83.9

84.3

85.7

87.9

86.6

81.3

85.0

81.4
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問 46で「３．分かりにくい」と答えられた方におたずねします。 

問 47 高槻市のハザードマップが分かりにくい理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

■高槻市のハザードマップ

が分かりにくい理由 

 

その他：避難場所が分かりにくい（２）、目的の地区の地図にたどり着くのが容易でない（２）、 

指定避難先の全容が全く解らない（１）など 

 

 高槻市のハザードマップが分かりにくい理由については、「地図の縮尺が小さい」と回答

した割合が 36.9％と最も高く、次いで「とるべき避難行動が分からない」が 35.7％、「情

報量が多すぎる」が 28.6％となっている。 

（問 45で「１．見た」と答えた方の回答を集計しています。） 

  

番号 選択肢 回答数

1 情報量が多すぎる 24

2 とるべき避難行動がわからない 30

3 地図の縮尺が小さい 31

4 地図の凡例がわかりにくい（浸水深の色分けなど） 23

5 冊子タイプより大判図面の方が良い 14

6 その他 6

無回答 0

128

84全体

回答総数

0.0

7.1

16.7

27.4

36.9

35.7

28.6

0.0 20.0 40.0 60.0
（単位：％）
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■男女別 高槻市のハザードマップが分かりにくい理由 

 
 

男女別にみると、「情報量が多すぎる」「とるべき避難行動がわからない」では、女性が

男性より 10ポイント以上高くなっている。 

「地図の縮尺が小さい」は、男性が女性より 23.2ポイント高くなっている。 

  

0.0

2.6

17.9

25.6

25.6

41.0

35.9

0.0

11.6

14.0

30.2

48.8

30.2

23.3

0.0

7.1

16.7

27.4

36.9

35.7

28.6

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

その他

冊子タイプより大判図面の方が

良い

地図の凡例がわかりにくい

（浸水深の色分けなど）

地図の縮尺が小さい

とるべき避難行動がわからない

情報量が多すぎる

全体(n=84)

男性(n=43)

女性(n=39)

（単位：％）
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■年代別 高槻市のハザードマップが分かりにくい理由 

 
 

年代別にみると、「とるべき避難行動がわからない」では 70歳以上が 44.4％で最も高

くなっているが、「地図の縮尺が小さい」では 50歳代が 58.8％で最も高くなっている。  

0.0

14.8

11.1

22.2

40.7

44.4

22.2

0.0

6.7

26.7

40.0

33.3

40.0

26.7

0.0

5.9

5.9

29.4

58.8

35.3

29.4

0.0

0.0

25.0

25.0

33.3

33.3

33.3

0.0

0.0

25.0

25.0

12.5

0.0

37.5

0.0

0.0

20.0

20.0

0.0

40.0

40.0

0.0

7.1

16.7

27.4

36.9

35.7

28.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

冊子タイプより大判図面の方が

良い

地図の凡例がわかりにくい

（浸水深の色分けなど）

地図の縮尺が小さい

とるべき避難行動がわからない

情報量が多すぎる

全体(n=84)

20歳代以下(n=5)

30歳代(n=8)

40歳代(n=12)

50歳代(n=17)

60歳代(n=15)

70歳以上(n=27)

（単位：％）
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９ 自治会について 

すべての方におたずねします。 

問 48 あなたの世帯は自治会に加入していますか。（〇は１つだけ） 

 

 

■世帯の自治会加入 

 

 

 世帯の自治会加入については、「加入している」と回答した割合が 67.1％と最も高く、次

いで「加入していない」が 11.7％、「わからない」が 8.5％となっている。 

  

番号 選択肢 回答数

1 加入している 607

2 加入していたが脱会した 34

3 加入していない 106

4 わからない 77

5 自治会が地域にない 61

無回答 19

904全体

加入している

67.1加入していたが

脱会した

3.8

加入していない

11.7

わからない

8.5

自治会が地域にない

6.7

無回答

2.1

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 世帯の自治会加入 

  

男女別にみると、「加入している」の男性が 67.1％、女性が 66.7％とほとんど差がな

い。 

年代別にみると、「加入している」が 40歳代以上において６割を超えている。  

83.1

74.2

68.4

62.0

35.0

38.8

66.7

67.1

67.1

4.3

4.0

5.9

1.4

3.0

1.5

4.2

2.9

3.8

5.0

12.6

8.8

15.5

21.0

25.4

12.2

11.5

11.7

0.3

4.0

3.7

11.3

30.0

25.4

7.2

10.2

8.5

3.7

4.6

9.6

9.2

11.0

7.5

7.4

6.3

6.7

3.7

0.7

3.7

0.7

0.0

1.5

2.2

2.1

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

加入している 加入していたが

脱会した

加入していない

わからない 自治会が地域にない 無回答

（単位：％）
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問 48で「１．加入している」と答えられた方におたずねします。 

問 49 あなたが自治会に加入した理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

■自治会に加入した理由 

 

その他：なんとなく強制的な雰囲気がある（２）、マンション管理事務所が介入している（１）など 

 

 自治会に加入した理由については、「ゴミ出しに必要である」と回答した割合が 51.4％と

最も高く、次いで「回覧板等で地域の情報を得られる」が 49.6％、「近隣住民と交流でき

る」が 36.1％の順となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1 近隣住民と交流できる 219

2 地域の行事・活動に参加したい 84

3 回覧板等で地域の情報を得られる 301

4 災害のときに心強い 146

5 ゴミ出しに必要である 312

6 加入の声かけ・勧誘があった 66

7 周りの人が加入している 111

8 加入することが当然だ 191

9 親の世代から加入している 114

10 入居時に加入が義務付けられていた 160

11 その他 5

無回答 4

1,713

607全体

回答総数

0.7

0.8

26.4

18.8

31.5

18.3

10.9

51.4

24.1

49.6

13.8

36.1

0.0 20.0 40.0 60.0
（単位：％）
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■男女別 自治会に加入した理由 

 

 

男女別にみると、「災害の時に心強い」の男性が 19.1％、女性が 27.6％と女性が 8.5ポ

イント高くなっている。 

また、「入居時に加入が義務付けられていた」も男性が 21.8％、女性が 30.3％と女性が

8.5ポイント高くなっている。  

0.6

0.9

30.3

18.9

29.4

18.6

11.7

53.8

27.6

50.5

15.0

36.0

0.8

0.8

21.8

19.1

34.2

17.5

10.1

47.9

19.1

47.1

12.8

36.2

0.7

0.8

26.4

18.8

31.5

18.3

10.9

51.4

24.1

49.6

13.8

36.1

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

その他

入居時に加入が義務付けられていた

親の世代から加入している

加入することが当然だ

周りの人が加入している

加入の声かけ・勧誘があった

ゴミ出しに必要である

災害のときに心強い

回覧板等で地域の情報を得られる

地域の行事・活動に参加したい

近隣住民と交流できる

全体(n=607)

男性(n=257)

女性(n=333)

（単位：％）
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■年代別 自治会に加入した理由 

 
 

年代別にみると、「回覧板等で地域の情報を得られる」が 70歳以上で 63.6％と６割を超

えている。  

0.8

0.4

27.2

11.2

38.4

12.8

5.2

58.0

32.0

63.6

17.2

51.6

0.9

0.9

28.6

20.5

33.0

21.4

7.1

46.4

25.0

50.9

12.5

29.5

0.0

0.0

25.8

28.0

23.7

24.7

18.3

52.7

18.3

43.0

9.7

25.8

0.0

3.4

26.1

15.9

20.5

21.6

20.5

46.6

10.2

27.3

11.4

21.6

2.9

0.0

20.0

25.7

34.3

17.1

28.6

42.9

11.4

25.7

8.6

14.3

0.0

0.0

23.1

50.0

19.2

23.1

0.0

30.8

23.1

38.5

15.4

26.9

0.7

0.8

26.4

18.8

31.5

18.3

10.9

51.4

24.1

49.6

13.8

36.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

入居時に加入が義務付けられていた

親の世代から加入している

加入することが当然だ

周りの人が加入している

加入の声かけ・勧誘があった

ゴミ出しに必要である

災害のときに心強い

回覧板等で地域の情報を得られる

地域の行事・活動に参加したい

近隣住民と交流できる

全体(n=607)

20歳代以下(n=26)

30歳代(n=35)

40歳代(n=88)

50歳代(n=93)

60歳代(n=112)

70歳以上(n=250)

（単位：％）
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問 50 あなたは、自治会活動のうち以下の活動に参加されていますか。また、今後その活

動に参加したいと思いますか。各活動についてお答えください。（○はそれぞれ１つ

だけ） 

※新型コロナウイルス感染症の影響等により活動が制限されている場合、影響等が

ないと仮定してお答えください。 

 
■自治会活動への参加 

 
 

自治会活動への参加については、「Ａ.地域の防犯活動、子どもの見守り活動」、「Ｂ.地域

の防災活動」、「Ｃ.住民相互の助け合い、福祉活動」では、「参加していないが、活動があ

れば参加してみたい」と回答した割合が最も高くなっている。 

一方、「Ｄ.地域清掃や美化活動」、「Ｅ.祭り、文化祭や運動会などの地域行事、親睦を目

的とした活動」では、「参加している、または以前参加したことがある」と回答した割合が

最も高くなっており、「Ｄ.地域清掃や美化活動」では 60.0％が「参加している、または以

前参加したことがある」と回答している。  

全
体

参
加
し
て
い
る
、

ま
た
は

以
前
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る

参
加
し
て
い
な
い
が
、

活
動
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
み
た
い

参
加
し
て
お
ら
ず
、

今
後
も
参
加
し
な
い

無
回
答

607 172 186 179 70

100.0 28.3 30.6 29.5 11.5

607 170 217 143 77

100.0 28.0 35.7 23.6 12.7

607 142 243 143 79

100.0 23.4 40.0 23.6 13.0

607 364 122 63 58

100.0 60.0 20.1 10.4 9.6

607 250 147 145 65

100.0 41.2 24.2 23.9 10.7

Ｅ．祭り、文化祭や運動会などの
　　地域行事、親睦を目的とした活動

Ｄ．地域清掃や美化活動

Ａ．地域の防犯活動、子どもの見守り活動

Ｂ．地域の防災活動

Ｃ．住民相互の助け合い、福祉活動

41.2

60.0

23.4

28.0

28.3

24.2

20.1

40.0

35.7

30.6

23.9

10.4

23.6

23.6

29.5

10.7

9.6

13.0

12.7

11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｅ．祭り、文化祭や

運動会などの地域行事、

親睦を目的とした活動

Ｄ．地域清掃や美化活動

Ｃ．住民相互の助け合

い、福祉活動

Ｂ．地域の防災活動

Ａ．地域の防犯活動、

子どもの見守り活動

参加している、または以前参加

したことがある

参加していないが、活動があれば

参加してみたい

参加しておらず、今後も参加しない 無回答

ｎ＝904（単位：％）
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■男女別 年代別 自治会活動への参加 

Ａ．地域の防犯活動、子どもの見守り活動 

 
 

「Ａ．地域の防犯活動、子どもの見守り活動」について、男女別にみると、「参加してい

る、または以前参加したことがある」「参加していないが、活動があれば参加してみたい」

はどちらも男性の方がやや高くなっているが、「参加しておらず、今後も参加しない」は女

性がやや高くなっている。 

年代別にみると、20歳代以下、30歳代では「参加している、または以前参加したことが

ある」の回答が他の年代に比べて 10ポイント以上低くなっているが、「参加していないが、

活動があれば参加してみたい」は４割以上で、他の年代より高くなっている。  

32.4

30.4

25.8

30.7

11.4

7.7

27.0

30.7

28.3

22.8

32.1

36.6

35.2

45.7

42.3

29.1

31.5

30.6

24.4

26.8

33.3

33.0

40.0

50.0

30.3

29.2

29.5

20.4

10.7

4.3

1.1

2.9

0.0

13.5

8.6

11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=250)

60歳代(n=112)

50歳代(n=93)

40歳代(n=88)

30歳代(n=35)

20歳代以下(n=26)

女性(n=333)

男性(n=257)

全体(n=607)

参加している、または

以前参加したことがある

参加していないが、

活動があれば参加してみたい

参加しておらず、

今後も参加しない

無回答

（単位：％）
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Ｂ．地域の防災活動 

  
 

「Ｂ．地域の防災活動」について、男女別にみると、「参加していないが、活動があれば

参加してみたい」で男性が 38.5％、女性が 33.0％と男性の方が 5.5ポイント高くなってい

る。 

年代別にみると、30歳代で「参加していないが、活動があれば参加してみたい」が 48.6％

と５割近くになっている。  

32.8

33.9

25.8

15.9

14.3

23.1

27.3

29.2

28.0

31.6

34.8

38.7

40.9

48.6

30.8

33.0

38.5

35.7

15.2

16.1

31.2

39.8

31.4

46.2

23.4

24.1

23.6

20.4

15.2

4.3

3.4

5.7

0.0

16.2

8.2

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=250)

60歳代(n=112)

50歳代(n=93)

40歳代(n=88)

30歳代(n=35)

20歳代以下(n=26)

女性(n=333)

男性(n=257)

全体(n=607)

参加している、または

以前参加したことがある

参加していないが、

活動があれば参加してみたい

参加しておらず、

今後も参加しない

無回答

（単位：％）
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Ｃ．住民相互の助け合い、福祉活動 

 
 

「Ｃ．住民相互の助け合い、福祉活動」について、男女別にみると、「参加していない

が、活動があれば参加してみたい」で男性が 41.6％、女性 39.0％と男性の方が 2.6ポイン

ト高くなっている。 

年代別にみると、30歳代で「参加していないが、活動があれば参加してみたい」が 51.4％

と５割を超えている。  

33.6

22.3

16.1

11.4

2.9

19.2

23.7

23.3

23.4

33.6

48.2

48.4

35.2

51.4

38.5

39.0

41.6

40.0

12.8

17.0

30.1

47.7

37.1

34.6

21.9

26.1

23.6

20.0

12.5

5.4

5.7

8.6

7.7

15.3

8.9

13.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=250)

60歳代(n=112)

50歳代(n=93)

40歳代(n=88)

30歳代(n=35)

20歳代以下(n=26)

女性(n=333)

男性(n=257)

全体(n=607)

参加している、または

以前参加したことがある

参加していないが、

活動があれば参加してみたい

参加しておらず、

今後も参加しない

無回答

（単位：％）
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Ｄ．地域清掃や美化活動 

  
 

「Ｄ．地域清掃や美化活動」について、男女別にみると、「参加している、または以前参

加したことがある」で男性が 60.3％、女性が 60.1％とほとんど差がなく、どちらも６割を

超えている。 

年代別にみると、30歳代を除くすべての世代で「参加している、または以前参加したこ

とがある」が５割を超えている。 

一方で、30歳代は「参加していないが、活動があれば参加してみたい」が 37.1％で、他

の年代より高くなっている。  

62.0

66.1

53.8

59.1

42.9

57.7

60.1

60.3

60.0

14.8

21.4

30.1

17.0

37.1

19.2

19.2

20.6

20.1

6.0

8.0

10.8

19.3

17.1

23.1

9.6

11.7

10.4

17.2

4.5

5.4

4.5

2.9

0.0

11.1

7.4

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=250)

60歳代(n=112)

50歳代(n=93)

40歳代(n=88)

30歳代(n=35)

20歳代以下(n=26)

女性(n=333)

男性(n=257)

全体(n=607)

参加している、または

以前参加したことがある

参加していないが、

活動があれば参加してみたい

参加しておらず、

今後も参加しない

無回答

（単位：％）
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Ｅ．祭り、文化祭や運動会などの地域行事、親睦を目的とした活動 

  
 

「Ｅ．祭り、文化祭や運動会などの地域行事、親睦を目的とした活動」について、男女別

にみると、「参加している、または以前参加したことがある」で男性が 37.7％、女性が

44.7％と女性が 7.0ポイント高くなっている。 

年代別にみると、30歳代で「参加している、または以前参加したことがある」は 22.9％

で他の年代より 16ポイント以上低くなっているが、「参加していないが、活動があれば参

加してみたい」は 48.6％とすべての年代で最も高くなっている。  

43.2

42.9

40.9

39.8

22.9

42.3

44.7

37.7

41.2

19.2

25.0

29.0

20.5

48.6

30.8

21.3

27.2

24.2

19.2

23.2

25.8

36.4

22.9

26.9

21.0

27.6

23.9

18.4

8.9

4.3

3.4

5.7

0.0

12.9

7.4

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=250)

60歳代(n=112)

50歳代(n=93)

40歳代(n=88)

30歳代(n=35)

20歳代以下(n=26)

女性(n=333)

男性(n=257)

全体(n=607)

参加している、または

以前参加したことがある

参加していないが、

活動があれば参加してみたい

参加しておらず、

今後も参加しない

無回答

（単位：％）
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3.6

19.6

3.3

10.9

64.3

6.4

5.6

17.0

38.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
（単位：％）

問 51 自治会に加入していて負担に感じることは何ですか。（○は３つまで） 

 

 

 

■自治会に加入して負担に感じる

こと 

 

その他：回覧が手間（３）、体力的にしんどい（２）、高齢者と意見が合わない（２）など 

 

 自治会に加入して負担に感じることについては、「役員をやらなくてはいけない」と回答 

した割合が 64.3％と最も高く、次いで「会議や行事参加などで時間をとられる」が 38.9％、

「特にない」が 19.6％の順となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1 会議や行事参加などで時間をとられる 236

2 会議や行事参加などで体力的な負担が大きい 103

3 自治会費の金銭的な負担が大きい 34

4 近所づきあいが面倒である 39

5 役員をやらなくてはいけない 390

6 加入するメリットがない 66

7 その他 20

8 特にない 119

無回答 22

1,029

607全体

回答総数
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■男女別 自治会に加入して負担に感じること 

 
 

男女別にみると、「役員をやらなくてはいけない」は女性が 65.8％、男性が 62.6％と女

性が 3.2ポイント高く、「会議や行事参加などで時間をとられる」は男性が 42.4％、女性

が 36.3％と男性が 6.1ポイント高くなっている。 

  

5.1

18.3

3.0

8.7

65.8

6.0

5.7

18.0

36.3

1.9

21.4

3.5

14.0

62.6

6.2

5.4

15.6

42.4

3.6

19.6

3.3

10.9

64.3

6.4

5.6

17.0

38.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

特にない

その他

加入するメリットがない

役員をやらなくてはいけない

近所づきあいが面倒である

自治会費の金銭的な負担が大きい

会議や行事参加などで

体力的な負担が大きい

会議や行事参加などで

時間をとられる

全体(n=607)

男性(n=257)

女性(n=333)

（単位：％）
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■年代別 自治会に加入して負担に感じること 

 

年代別にみると、「役員をやらなくてはいけない」の 60歳代が 73.2％と７割を超えてい

る。  

6.0

22.0

3.6

6.8

58.8

3.6

3.6

22.0

26.4

3.6

17.0

2.7

11.6

73.2

9.8

5.4

14.3

42.9

1.1

19.4

2.2

11.8

67.7

8.6

5.4

15.1

53.8

2.3

12.5

5.7

18.2

68.2

8.0

10.2

9.1

50.0

0.0

14.3

2.9

14.3

68.6

8.6

11.4

20.0

57.1

0.0

42.3

0.0

15.4

42.3

3.8

3.8

7.7

26.9

3.6

19.6

3.3

10.9

64.3

6.4

5.6

17.0

38.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

特にない

その他

加入するメリットがない

役員をやらなくてはいけない

近所づきあいが面倒である

自治会費の金銭的な負担が大きい

会議や行事参加などで

体力的な負担が大きい

会議や行事参加などで

時間をとられる

全体(n=607)

20歳代以下(n=26)

30歳代(n=35)

40歳代(n=88)

50歳代(n=93)

60歳代(n=112)

70歳以上(n=250)

（単位：％）
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問 48で「２．加入していたが脱会した」「３．加入していない」と答えられた方におたずねします。 

問 52 自治会に加入していない理由（または退会した理由）は何ですか。（○は３つまで） 

 

 

 

■自治会に加入していない

理由 

 

その他：自治会がない（４）、マンションで加入していない（４）、誘いがなかった（２）、 

自治会が解散した（１）など 

 

 自治会に加入していない理由については、「加入する必要性・メリットを感じない」と回

答した割合が 34.3％と最も高く、次いで「忙しくて活動に参加できない」が 24.3％、「役員

をやりたくない」が 23.6％となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1 忙しくて活動に参加できない 34

2 高齢・介護等により活動に参加できない 10

3 近所づきあいが面倒である 20

4 役員をやりたくない 33

5 加入する必要性・メリットを感じない 48

6 自治会が何をしている組織かわからない 17

7 加入の声かけ・勧誘がない 24

8 加入の仕方がわからない 9

9 自治会費を払いたくない 7

10 その他 19

無回答 17

238

140全体

回答総数

12.1

13.6

5.0

6.4

17.1

12.1

34.3

23.6

14.3

7.1

24.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
（単位：％）
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■男女別 自治会に加入していない理由 

 
男女別にみると、「加入する必要性・メリットを感じない」については男性が 40.0％、

女性が 29.3％と男性が 10.7ポイント高くなっている。 

  

11.0

13.4

3.7

7.3

18.3

12.2

29.3

23.2

13.4

8.5

25.6

14.5

14.5

7.3

5.5

16.4

12.7

40.0

23.6

16.4

5.5

21.8

12.1

13.6

5.0

6.4

17.1

12.1

34.3

23.6

14.3

7.1

24.3

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

その他

自治会費を払いたくない

加入の仕方がわからない

加入の声かけ・勧誘がない

自治会が何をしている

組織かわからない

加入する必要性・

メリットを感じない

役員をやりたくない

近所づきあいが面倒である

高齢・介護等により

活動に参加できない

忙しくて活動に参加できない

全体(n=140)

男性(n=55)

女性(n=82)

（単位：％）
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■年代別 自治会に加入していない理由 

 
年代別にみると、「加入する必要性・メリットを感じない」の 50歳代が 45.0％、60歳代

が 44.0％、「忙しくて活動に参加できない」の 30歳代が 41.7％といずれも４割を超えてい

る。  

14.3

14.3

3.6

0.0

10.7

14.3

25.0

21.4

3.6

17.9

7.1

8.0

20.0

0.0

4.0

16.0

12.0

44.0

24.0

24.0

12.0

16.0

15.0

25.0

0.0

0.0

15.0

0.0

45.0

30.0

10.0

5.0

25.0

12.5

12.5

8.3

8.3

16.7

25.0

37.5

33.3

20.8

0.0

33.3

8.3

4.2

8.3

8.3

29.2

12.5

29.2

8.3

12.5

0.0

41.7

16.7

5.6

11.1

22.2

16.7

5.6

22.2

27.8

16.7

5.6

27.8

12.1

13.6

5.0

6.4

17.1

12.1

34.3

23.6

14.3

7.1

24.3

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

その他

自治会費を払いたくない

加入の仕方がわからない

加入の声かけ・勧誘がない

自治会が何をしている

組織かわからない

加入する必要性・

メリットを感じない

役員をやりたくない

近所づきあいが面倒である

高齢・介護等により

活動に参加できない

忙しくて活動に参加できない

全体(n=140)

20歳代以下(n=18)

30歳代(n=24)

40歳代(n=24)

50歳代(n=20)

60歳代(n=25)

70歳以上(n=28)

（単位：％）
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すべての方におたずねします。 

問 53 あなたの地域の自治会がどのような活動を行っているか知っていますか。 

（〇は１つだけ） 

 

 

■自治会活動の認知状況 

 

 

 自治会活動の認知状況については、「少し知っている」と回答した割合が 30.5％と最も高

く、次いで「よく知っている」が 26.1％、「あまり知らない」が 21.0％の順となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1 よく知っている 236

2 少し知っている 276

3 あまり知らない 190

4 知らない 180

無回答 22

904全体

よく知っている

26.1

少し知っている

30.5

あまり知らない

21.0

知らない

19.9

無回答

2.4

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 自治会活動の認知状況 

   
※“知っている”＝「よく知っている」＋「少し知っている」  

“知らない”＝「あまり知らない」＋「知らない」  

 

男女別にみると、「よく知っている」と「少し知っている」を合わせた“知っている”と

回答した男性が 59.8％、女性が 53.7％と男性の方が 6.1ポイント高くなっている。 

年代別にみると、70歳以上の“知っている”が 73.8％と７割を超えている。 

  

44.9

29.8

22.8

12.0

4.0

4.5

24.6

28.2

26.1

28.9

39.1

36.8

26.1

21.0

29.9

29.1

31.6

30.5

15.9

12.6

23.5

28.9

31.0

26.9

23.8

18.0

21.0

6.3

18.5

13.2

31.0

43.0

37.3

19.8

19.8

19.9

4.0

0.0

3.7

2.1

1.0

1.5

2.6

2.3

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

よく知っている 少し知っている あまり知らない

知らない 無回答

（単位：％）

知って

いる
知らない

56.6 40.9

59.8 37.9

53.7 43.7

34.3 64.2

25.0 74.0

38.0 59.9

59.6 36.8

68.9 31.1

73.8 22.3
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問 54 あなたの地域の自治会の活動について、どのように思いますか。（〇は１つだけ） 

※新型コロナウイルス感染症の影響等により活動が制限されている場合、新

型コロナウイルス感染拡大前の状況をお答えください。 

 

 

■自治会の活動状況 

 
 

 自治会の活動状況については、「わからない」と回答した割合が 33.6％と最も高く、次い

で「やや活発に活動している」が 29.1％、「あまり活動していない」が 23.1％の順となって

いる。 

 

番号 選択肢 回答数

1 活発に活動している 89

2 やや活発に活動している 263

3 あまり活動していない 209

4 わからない 304

無回答 39

904全体

活発に活動

している

9.8

やや活発に

活動している

29.1

あまり活動していない

23.1

わからない

33.6

無回答

4.3

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 自治会の活動状況 

   
 

※“活動している”＝「活発に活動している」＋「やや活発に活動している」  

 

男女別にみると、「活発に活動している」と「やや活発に活動している」を合わせた“活

動している”と回答した男性が 37.6％、女性が 40.1％と女性の方が 2.5ポイント高くなっ

ている。 

年代別にみると、70歳以上の“活動している”が 44.9％と最も高くなっている。 

  

12.3

12.6

9.6

9.2

4.0

3.0

10.0

9.7

9.8

32.6

25.8

28.7

31.7

21.0

29.9

30.1

27.9

29.1

27.6

29.1

27.9

17.6

12.0

10.4

20.2

27.4

23.1

19.3

27.8

30.1

40.1

63.0

56.7

35.3

30.8

33.6

8.3

4.6

3.7

1.4

0.0

0.0

4.4

4.2

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下(n=67)

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

活発に活動している やや活発に活動している あまり活動していない

わからない 無回答

（単位：％）

活動

している

38.9

37.6

40.1

32.8

25.0

40.8

38.2

38.4

44.9
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問 55 あなたの地域の自治会に望むこと、期待することは何ですか。（○は３つまで） 

 

 

■地域の自治会に期待すること 

 

その他：回覧を減らす・廃止（３）、活動・行動の明確化（２）、活動を減らす（１）、自治会未加入の

人との差をつける（１）など 

 

 自治会に期待することについては、「役員の負担の軽減」と回答した割合が 35.6％と最も

高く、次いで「防災活動の充実」が 27.9％、「特にない」が 27.0％の順となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1 防災活動の充実 252

2 住民相互の助け合い、福祉活動の充実 232

3 祭り、文化祭など地域行事の開催 90

4 幅広い世代の活動への参加 124

5 自治会加入者の増加 42

6 役員の負担の軽減 322

7 自治会費の軽減 91

8 活動内容や自治会費の使われ方などの説明 60

9 その他 18

10 特にない 244

無回答 48

1,523

904

回答総数

全体

5.3

27.0

2.0

6.6

10.1

35.6

4.6

13.7

10.0

25.7

27.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
（単位：％）
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■男女別 地域の自治会に期待すること 

  

男女別にみると、「役員の負担の軽減」については男性が 31.1％、女性が 38.9％と女性

が 7.8ポイント高くなっている。 

5.4

27.3

2.0

6.0

11.0

38.9

3.4

11.6

8.2

25.5

26.7

5.5

26.9

2.1

7.0

8.9

31.1

5.7

15.7

12.3

25.6

29.0

5.3

27.0

2.0

6.6

10.1

35.6

4.6

13.7

10.0

25.7

27.9

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

特にない

その他

活動内容や自治会費の使われ方などの説明

自治会費の軽減

役員の負担の軽減

自治会加入者の増加

幅広い世代の活動への参加

祭り、文化祭など地域行事の開催

住民相互の助け合い、福祉活動の充実

防災活動の充実

全体(n=904)

男性(n=383)

女性(n=499)

（単位：％）
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■年代別 地域の自治会に期待すること 

  

年代別にみると、30歳代では「特にない」が 44.0％、50歳代では「役員の負担の軽

減」が 43.4％と最も高くなっている。  

9.0

19.3

1.7

7.3

7.0

34.2

8.6

18.6

8.6

31.9

28.6

4.6

25.8

0.7

2.6

7.3

37.1

6.0

15.2

6.0

29.8

34.4

3.7

25.0

2.9

8.1

15.4

43.4

2.2

11.0

10.3

24.3

22.1

4.9

28.9

2.8

6.3

10.6

36.6

0.7

9.2

9.9

20.4

24.6

1.0

44.0

3.0

7.0

16.0

27.0

2.0

11.0

13.0

16.0

28.0

1.5

35.8

1.5

9.0

10.4

34.3

1.5

9.0

20.9

17.9

31.3

5.3

27.0

2.0

6.6

10.1

35.6

4.6

13.7

10.0

25.7

27.9

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

特にない

その他

活動内容や自治会費の使われ方などの説明

自治会費の軽減

役員の負担の軽減

自治会加入者の増加

幅広い世代の活動への参加

祭り、文化祭など地域行事の開催

住民相互の助け合い、福祉活動の充実

防災活動の充実

全体(n=904)

20歳代以下(n=67)

30歳代(n=100)

40歳代(n=142)

50歳代(n=136)

60歳代(n=151)

70歳以上(n=301)

（単位：％）
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10 市の財政状況等について 

問 56 あなたは、高槻市の財政状況をどのように思っていますか。（〇は１つだけ） 

 

 

■現在の市の財政状況について 

 
 現在の市の財政状況については「わからない」が 62.4％、「現在は、健全な状況を維持

している」が 27.8％、「もう既に、健全な状況ではない」が 7.4％となっている。 

 

■男女別 年代別 現在の市の財政状況について 

  
男女別にみると、「現在は、健全な状況を維持している」では男性が 35.2％、女性が 22.6％

と男性の方が 12.6ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「わからない」を除けば「現在は、健全な状況を維持している」がすべ

ての年代で高く、中でも 70歳以上が 37.9％と最も高くなっている。  

番号 選択肢 回答数

1 現在は、健全な状況を維持している 251

2 もう既に、健全な状況ではない 67

3 わからない 564

無回答 22

904全体

現在は、健全な状況を

維持している

27.8

もう既に、健全な

状況ではない

7.4

わからない

62.4

無回答

2.4

n=904

(単位：％)

37.9

29.1

18.4

21.1

24.0

19.4

22.6

35.2

27.8

6.6

8.6

10.3

4.2

9.0

7.5

6.8

8.1

7.4

51.2

59.6

68.4

73.9

67.0

73.1

67.9

54.3

62.4

4.3

2.6

2.9

0.7

0.0

0.0

2.6

2.3

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下（n=67）

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

現在は、健全な状況を維持している もう既に、健全な状況ではない

わからない 無回答

（単位：％）
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問 57 あなたは、高槻市の行政サービスの在り方と利用者負担について、今後（10年先

程度）はどのような状況だと思いますか。（〇は１つだけ） 

 

 

■市の行政サービスの在り方と今後の見

通し 

 
 

 市の行政サービスの在り方と今後の見通しについては、「わからない」と回答した割合が

38.4％と最も高く、次いで「現在の施設数や行政サービス水準のままであれば問題ない」 

が 35.1％、「現在より施設を増やしたり、行政サービスを充実させても何ら問題ない」が

11.7％となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1
現在より施設を増やしたり、
行政サービスを充実させても何ら問題ない

106

2
現在の施設数や行政サービス水準のままで
あれば問題ない

317

3
現在より施設を減らしたり、行政サービスを
縮小しないと健全財政が維持できない

100

4 どんなに頑張っても破綻すると思う 9

5 わからない 347

無回答 25

904全体

現在より施設を増やしたり、

行政サービスを充実させても

何ら問題ない

11.7

現在の施設数や行政

サービス水準のままで

あれば問題ない

35.1

現在より施設を減らしたり、

行政サービスを縮小しないと

健全財政が維持できない

11.1

どんなに頑張っても

破綻すると思う

1.0

わからない

38.4

無回答

2.8

n=904

(単位：％)
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■男女別 年代別 市の行政サービスの在り方と今後の見通し

    
 

男女別にみると、「現在の施設数や行政サービス水準のままであれば問題ない」で男性が

41.3％、女性が 30.9％と男性の方が 10.4ポイント高くなっている。 

年代別にみると、70歳以上の「現在の施設数や行政サービス水準のままであれば問題な

い」が 44.2％と最も高く、50歳代が 25.0％と最も低くなっている。 

  

10.6

9.9

9.6

12.0

18.0

13.4

10.4

13.1

11.7

44.2

39.7

25.0

28.9

29.0

29.9

30.9

41.3

35.1

8.6

9.3

16.2

17.6

7.0

9.0

11.2

11.2

11.1

1.0

0.7

1.5

0.7

1.0

1.5

1.2

0.8

1.0

29.9

39.1

44.9

40.1

44.0

46.3

42.9

31.6

38.4

5.6

1.3

2.9

0.7

1.0

0.0

3.4

2.1

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下

（n=67）

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

現在より施設を増やしたり、行政サービスを充実させても何ら問題ない

現在の施設数や行政サービス水準のままであれば問題ない

現在より施設を減らしたり、行政サービスを縮小しないと健全財政が維持できない

どんなに頑張っても破綻すると思う

わからない

無回答

（単位：％）



134 

 

問 58 近い将来、人口減少による市税収入の減少や超高齢化による社会保障費の増

大等により、行政サービス（施設の管理運営、イベント、相談業務等）の水準の維

持が困難となることが見込まれます。 

今後の行政サービスの在り方と利用者負担について、どのように考えますか。 

（〇は１つだけ） 

 

 

■今後の行政サービスの在り方と利用者負

担についての考え 

 

 

 今後の行政サービスの在り方と利用者負担については、「施設利用料等の利用者負担が増

えてもよいので、現状のサービスを維持すべき」が 41.7％、「わからない」が 36.7％、「施

設利用料等の利用者負担を増やしたくないので、現状のサービスが低下・縮小・廃止とな

っても仕方が無い」が 18.3％となっている。 

 

  

番号 選択肢 回答数

1
施設利用料等の利用者負担が増えてもよいの
で、現状のサービスを維持すべき

377

2
施設利用料等の利用者負担を増やしたくない
ので、現状のサービスが低下・縮小・廃止と
なっても仕方が無い

165

3 わからない 332

無回答 30

904全体
施設利用料等の利用者

負担が増えてもよいので、

現状のサービスを維持すべき

41.7

施設利用料等の利用者負担を

増やしたくないので、現状の

サービスが低下・縮小・廃止

となっても仕方が無い

わからない

36.7

無回答

3.3

n=904

(単位：％)

18.3
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■男女別 年代別 今後の行政サービスの在り方と利用者負担についての考え 

  
 

男女別にみると、「施設利用料等の利用者負担が増えてもよいので、現状のサービスを維

持すべき」については男性が 45.4％、女性が 39.7％と男性が 5.7ポイント高くなってい

る。 

年代別にみても、「わからない」を除けば「施設利用料等の利用者負担が増えてもよいの

で、現状のサービスを維持すべき」はすべての年代で高くなっており、特に 60歳代、70歳

以上では５割近くとなっている。 

また、「施設利用料等の利用者負担を増やしたくないので、現状のサービスが低下・縮

小・廃止となっても仕方が無い」では 40歳代が 29.6％と他の年代と比べて高くなってい

る。 

49.5

45.0

36.8

32.4

39.0

35.8

39.7

45.4

41.7

10.6

16.6

22.1

29.6

20.0

22.4

16.4

20.6

18.3

33.6

36.4

36.8

36.6

41.0

41.8

40.9

30.0

36.7

6.3

2.0

4.4

1.4

0.0

0.0

3.0

3.9

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=301)

60歳代(n=151)

50歳代(n=136)

40歳代(n=142)

30歳代(n=100)

20歳代以下（n=67）

女性(n=499)

男性(n=383)

全体(n=904)

施設利用料等の利用者負担が増えてもよいので、現状のサービスを維持すべき

施設利用料等の利用者負担を増やしたくないので、現状のサービスが低下・縮小・廃止となっても仕方が無い

わからない

無回答

（単位：％）



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 調査票 
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 日ごろから高槻市政にご協力いただき、ありがとうございます。 

 この調査は、市民の皆様の実情やご意向を把握し、今後の市政に反映する基礎資料とする

ため、市内にお住まいの 18歳以上の方 2,000人を住民基本台帳から無作為に選ばせてい

ただき、毎年実施しているものです。 

 つきましては、お忙しいところ大変お手数ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご回答

くださいますようお願いします。 

高 槻 市 

 

インターネットでの回答が とても便利です 

 
 

 

 

 

◇パソコンやスマートフォンから、下記URL（または 2次元コード）にアクセス後、 

ユーザ IDとパスワードでログインし、回答して下さい（ユーザ IDとパスワードは無

作為に付与しており、回答された方が特定されることはありません）。 

  ◇高槻市ホームページのキーワード検索に「市民意識調査」と入れて検索することもで

きます。 

【URL】https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/takatsuki/shimin21 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇当てはまる選択肢を選んで、その番号に〇をつけてください。〇をつける数が指定さ

れている場合は、設問文に従ってください。 

◇記入後、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、締切日までにポストに投函して下さ

い。調査票・封筒には、住所や名前を書かないでください。 
 

 

 

◇封筒のあて名のご本人がお答えください（長期出張や入院治療などの理由でご本人が

回答できない場合は、回答していただく必要はありません）。 

◇調査票は厳重に管理し、統計的に処理しますので、回答内容が外部に漏れることはあ

りません。 

◇調査の回答は、調査目的以外には一切利用しません。安心してお答えください。 

◇回答締切日 12月 13 日（月）までにお願いします。 

 

＜お問合せ先＞ 高槻市 市民生活環境部 市民生活相談課 
   電話：072-674-7130 FAX：072-674-7722

スマートフォン用 

高槻市民意識調査（令和３年度） 

ご 協 力 の お 願 い 

郵送での回答方法 

回答にあたって 

インターネットでの回答方法 

ユーザ ID・パスワード 
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問１ あなたの性別（〇は１つだけ） 

１．男性               ２．女性 
 

問２ 11月１日現在のあなたの年齢（〇は１つだけ） 

１．18歳・19歳 

２．20歳代 

３．30歳代 

４．40歳代 

５．50歳代 

６．60歳代 

７．70歳以上 

 

問３ あなたと現在同居されている家族構成（〇は１つだけ） 

１．単身 

２．夫婦のみ 

３．子どもと同居 

４．親と同居 

５．3世代同居 

６．その他（具体的に：        ） 
 

問４ あなたは、どちらの地域にお住まいですか。（  ）の小学校区を参考にしてお答えください。

（〇は１つだけ） 

１．樫田地区 （樫田小学校） 

２．高槻北地区（芥川・真上・磐手・奥坂・清水・北清水・安岡寺・日吉台・北日吉台小学校） 

３．高槻南地区（高槻・桃園・大冠・北大冠・松原・桜台・竹の内・西大冠・若松・南大冠・冠小学校） 

４．五領地区 （五領・上牧小学校） 

５．高槻西地区（郡家・赤大路・阿武野・南平台・川西・土室・阿武山小学校） 

６．如是・富田地区（芝生・丸橋・寿栄・富田・柳川・玉川・如是・津之江・五百住小学校） 

７．三箇牧地区（三箇牧・柱本小学校） 

 

問５ あなたは、高槻市内に通算で何年住んでいますか。（〇は１つだけ） 

１．3年未満 

２．3年以上 5年未満 

３．5年以上 10年未満 

４．10年以上 15年未満 

５．15年以上 20年未満 

６．20年以上 
 

問６ あなたの職業をお聞きします。複数の職業についている場合は、主なものを１つ選んでくださ 

い。（〇は１つだけ） 

１．農林漁業 

２．商工・サービス業などの自営業、またはその家族従事者 

３．自由業（開業医、開業弁護士、芸術家など） 

４．事務系の勤め人（管理職、教員、勤務医師などの専門職も含む） 

５．技能・労務系の勤め人（販売・サービス、技能・作業職など） 

６．パート、アルバイト 

７．家事専業 

８．学生 

９．無職 

10．その他（具体的に：                        ） 

最初に、あなたご自身についてお聞かせ下さい。 

（答えたくない質問や答えにくい質問は、空欄のままでも構いません。） 



139 

 

 
 

問７ あなたは、市政の動きや市内のイベント・行事などの情報を何から入手していますか。 

（〇はいくつでも） 

■高槻市の広報媒体 

１．広報誌「たかつき DAYS」 

２．ホームページ 

３．ケーブルテレビ（J：COM）で放送している広報番組 

「情報ＢＯＸワイドたかつき」 

４．YouTubeの公式アカウント 

５．Facebook の公式アカウント（はにたん・WAIWAI カフェ） 

６．Instagram の公式アカウント 

７．LINE の公式アカウント 

８．Twitter の公式アカウント 

（(公式)高槻市防災情報・BOTTO たかつきなど） 

９．自治会等の回覧や配布文書 

■上記以外の民間広報媒体 

10．新聞 

11．ラジオ 

12．テレビ 

■その他 

16．家族や知人 

 

13．インターネット 

14．SNS 

15．地域情報誌 
 

 

17．その他（具体的に：                         ） 

18．情報を入手していない 
 

問８ あなたは市広報誌「広報たかつき（たかつきＤＡＹＳ）」を読んでいますか。（〇は１つだけ） 

１．毎号読んでいる 

２．ほとんど毎号読んでいる 

３．読まないことが多い     

４．「たかつきDAYS」が発行されていることを知らない →問 10 へお進みください 
 

問８で「１～３」と答えられた方におたずねします。 
問９ 「たかつきＤＡＹＳ」は大きく以下の記事に分けられます。 

あなたは、どの記事をよく読んでいますか。（○はいくつでも） 

１．巻頭特集（表紙から続く特集） 

２．クローズアップ 

（目次のあとの特集） 

３．情報 PickUp 

（市からの重要なお知らせ） 

４．市政インフォメーション 

（市からのお知らせ） 

５．催し・イベント 

６．講座・教室 

７．健康 

８．スポーツ 

９．募集・求人 

10．高齢者 

11．子育て応援情報 すくすく PARK 

12．伝言板 

13．フォトアルバム 

14．たかつき歴史アラカルト 

15．その他 

（具体的に：       ） 

16．読むような記事がない 

 
  

（１）市からの広報についてお聞かせ下さい。 

→問 9 へお進みください。 
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すべての方におたずねします。 
問 10 あなたは、ケーブルテレビ（Ｊ：ＣＯＭ）の市広報番組「情報ＢＯＸワイドたかつき」を見ています

か。（〇は１つだけ） 

1．よく見る（週 1回以上） 

2．ときどき見る（月 1回以上） 

3．たまに見る（2～3か月に 1回程度） 

4．見たことはある 

5．ケーブルテレビが映らないので、見たことがない 

6．ケーブルテレビは映るが、見たことはない 

 

 
 

問 11 あなたは、今後も高槻市に住み続けたいと思いますか（交通の利便性、住環境、子育て・教

育・医療環境、街への愛着などを評価したうえでお答えください）。（○は１つだけ） 

１．今後も住み続けたい 

２．現在の住まいは移りたいが、高槻市内に住みたい     

３．市外に移りたい 

４．今のところわからない 
 

問 12あなたは、高槻市の街が商業、工業または観光により「にぎわっている」と思いますか。 

（○は１つだけ） 

１．そう思う 

２．ややそう思う 

３．どちらとも言えない 

４．あまりそう思わない 

５．そう思わない 
 

問 12で「1．そう思う」「２．ややそう思う」と答えられた方におたずねします。 
問 13 どういった点について、にぎわっていると感じますか。（○はいくつでも） 

１．商店街が人でにぎわっている 

２．なじみのお店や老舗の名店が多い  

３．新規出店が増えている 

４．企業や工場が多いまたは、企業活動が活発 

５．企業間交流が盛ん 

６．お祭りなどの大型イベントが多い 

７．まち歩きなどの小規模イベントが多い 

８．大きな公園などの憩いの空間で過ごす人が増えている 

９．遺跡や神社仏閣など、歴史資源を訪れる人が増えている 

10．その他（具体的に：                       ） 

  

（２）高槻市のイメージについてお聞かせ下さい。 

→問 13 へお進みください。 

→問 14 へお進みください。 
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すべての方におたずねします。 

問 14 マイナンバーカードを利用して、全国の
．．．

主なコンビニなどで住民票の写しなどの証明書が取 

得できる「証明書コンビニ交付サービス」があります。 

あなたは、このサービスについて知っていますか。（○は１つだけ） 

１．知っている →問 15 へお進みください。 

２．知らない  →問 16 へお進みください。 
 

問 14 で「１．知っている」と答えられた方におたずねします。 
問 15 「証明書コンビニ交付サービス」について何を見て知りましたか。（○はいくつでも） 

１．広報誌「たかつき DAYS」 

２．市ホームページ 

３．ポスター、リーフレット 

４．コンビニ店舗 

５．家族や知人に聞いて 

６．カード申請や交付時に説明を受けて 

７．その他 

（具体的に：           ） 

すべての方におたずねします。 
問 16 あなたは、マイナンバーカードを持っていますか。（○は１つだけ） 

１．持っている        →問 17 へお進みください。 

２．現在、申請中である 

３．今後、申請予定である 

４．今後も持つつもりはない  →問 19 へお進みください。 
 

問 16で「１．持っている」と答えられた方におたずねします。 
問 17 あなたは、「証明書コンビニ交付サービス」を利用したことがありますか。 

（○は１つだけ） 

１．利用したことがある →問 20 へお進みください。 

２．利用したことがない →問 18 へお進みください。 
 

問 17で「２．利用したことがない」と答えられた方におたずねします。 
問 18 「証明書コンビニ交付サービス」を利用されなかった理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

１．使い方がわからない 

２．使える場所や店がわからない 

３．セキュリティ面が不安 

４．証明書が必要な機会がなかった 

５．その他 

（具体的に：        ） 
 

問 16で「４．今後も持つつもりはない」と答えられた方におたずねします。 
問 19 あなたがマイナンバーカードを持つつもりがない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．持つことでメリットを感じない 

２．手続き方法がわからない 

３．開庁時間内にカード取得手続きのため、市役所へ行けない 

４．個人情報漏洩や不正利用が心配 

５．その他（具体的に：                       ） 

６．特に理由はない 

 

  

（３）マイナンバーカードについてお聞かせ下さい。 

→問 20 へお進みください。 
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すべての方におたずねします。 
問 20 あなたは、ふだんスマートフォンやタブレット端末を利用していますか。（〇は１つだけ） 

１．スマートフォンのみを利用している 

２．タブレット端末のみを利用している 

３．スマートフォン・タブレット端末とも利用している 

４．どちらも利用していない 
 

 
 

問 21 あなたがこの１年間にしたスポーツはどれですか。（○はいくつでも） 

１．散歩・ウォーキング 

ランニング・ジョギング 

  野外活動（登山・ハイキング等）  

２．健康体操（ラジオ体操等） 

ダンス・体操・ヨガ等  

３．トレーニング 

４．水泳  

５．野球・ソフトボール 

（キャッチボール含む）  

６．テニス・ソフトテニス  

７．サッカー・フットサル  

８．屋外球技／その他 

（具体的に：         ） 

９．卓球 

10．バレーボール 

11．バスケットボール・３×３ 

12．屋内球技／その他 

（具体的に：           ） 

13．柔道  

14．空手  

15．武道／その他  

（具体的に：           ） 

16．障がい者スポーツ 

（具体的に：           ） 

17．その他 

（具体的に：           ） 

18．この 1年間に運動・スポーツは 

しなかった  
 

問 22 あなたは、どれぐらいの頻度でスポーツをしますか。（○は１つだけ） 

１．週５回以上  

２．週２～４回  

３．週１回 

４．月に１～３回 

５．３か月に１～２回  

６．年に１～３回 

７．スポーツをしていない 
 

問 22で「1．週５回以上」「２．週２～４回」「３．週１回」と答えられた方におたずねします。 
問 23 定期的にスポーツをする理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．健康維持・増進のため 

２．運動能力向上のため 

３．楽しみ・気晴らしとして 

４．家族や友人・仲間との交流のため 

５．その他 

（具体的に：           ） 
 

問 24 普段スポーツをする場所はどこですか。（○はいくつでも） 

１．公共スポーツ施設 

２．学校体育施設 

３．民間スポーツ施設 

４．公民館 

５．自宅 

６．公園・道路・空き地 

７．その他 

（具体的に：        ） 
 

（５）スポーツについてお聞かせ下さい。 

→問 23 へお進みください。 

→問 25 へお進みください。 

→問 26 へお進みください。 

（４）スマートフォンの利用についてお聞かせ下さい。 
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問 22で「６．年１～３回」「７．スポーツをしていない」と答えられた方におたずねします。 
問 25 定期的にスポーツをしていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．仕事や家事等で時間がない 

２．場所や施設がない 

３．費用がかかる 

４．一緒にする仲間がいない 

５．スポーツが嫌い 

６．病気やケガをしている 

７．その他 

（具体的に：          ） 

すべての方におたずねします。 
問 26 あなたは、市内のスポーツ施設でのイベントについて知っているものはどれですか。 

（○はいくつでも） 

１．高槻シティハーフマラソン 

２．高槻市民スポーツ祭 

３．高槻クロスカントリー大会 

４．合同スポーツ体験教室 

５．プロ野球ウエスタンリーグ公式戦 

６．その他（具体的に：        ） 
 

問 27 あなたは、市内のスポーツ施設でのイベントについて参加したことがあるものはどれですか。 

（○はいくつでも） 

１．高槻シティハーフマラソン 

２．高槻市民スポーツ祭 

３．高槻クロスカントリー大会 

４．合同スポーツ体験教室 

５．プロ野球ウエスタンリーグ公式戦 

６．その他（具体的に：        ） 
 

問 28 あなたは、スポーツ推進委員を知っていますか。（○は１つだけ） 

１．関わったことがある 

２．何をしているか知っている 

３．名前だけ知っている 

４．知らない 
 

問 29 スポーツ振興のために、どの年代に対して力を入れるべきと思いますか。（○は１つだけ） 

１．子ども（～19歳） ２．成人（20～64歳） ３．高齢者（65歳～） 
 

問 30 スポーツ振興のために力を入れるべき施策はどれだと思いますか。（○はいくつでも） 

１．大規模スポーツイベント 

２．地域のスポーツ行事 

３．各種（健康づくり・スポーツ体験

等）教室・講演会 

４．スポーツ施設の整備 

５．身近なスポーツ環境（公園等）の整備 

６．スポーツに関する広報活動 

７．その他（具体的に：       ） 

 

 
 

問 31 あなたは、どのような目的で自転車を利用しますか。（○はいくつでも） 

１．観光・レジャー 

２．通勤 

３．通学 

４．買い物 

５．仕事・業務 

６．その他 

（具体的に：           ） 

７．自転車は利用しない 
 

問 32 あなたは、自転車を利用する時、主にどこを通行していますか。（○はいくつでも） 

１．車道の左側 

２．車道の右側 

３．歩道 

４．わからない 

５．自転車は利用しない 

 

  

（６）自転車安全利用についてお聞かせ下さい。 
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問 33 駅前周辺の放置自転車を減らすために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

１．駅前での「放置に対する指導や駐輪場への案内」などの呼びかけを増やす 

２．駐輪場や駐輪ラックを増やす 

３．店ごとに専用の駐輪場を作る 

４．放置自転車の撤去を徹底する 

５．撤去した自転車の返還費用を高くする 

６．歩道にベンチを置くなど放置されにくい環境をつくる 

７．駐輪場の利用料金を安くする 

８．その他（具体的に：                           ） 

９．わからない 
 

問 34 あなたは、市内を自転車で走りやすくするためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

１．歩行者と分離した自転車通行空間の整備 

２．自動車と分離した自転車通行空間の整備 

３．目的地まで安全に通行できる、連続した自転車通行空間の整備 

４．わかりやすい案内看板の設置や、左側通行の徹底などの路面標示 

５．滑りやすい路面や、側溝の段差など凹凸のある路面の改善 

６．電柱など、道路上の障害物の移設や撤去  

７．路面標示による注意喚起など、交差点部での交通安全対策 

８．路上に駐停車する自動車の取り締まり強化 

９．その他（具体的に：                          ） 

10．わからない 
 

問 35 あなたは、自転車の安全利用に関する次の条例や計画を知っていますか。 

A．高槻市自転車安全利用条例 

１．知っている 2．知らない 
 

B．たかつき自転車まちづくり向上計画及び実行計画 

１．知っている 2．知らない 
 

問 36 「高槻市自転車安全利用条例」では、自転車乗車用のヘルメットの着用を努力義務としてい

ます。 

あなたは、自転車乗車時にヘルメットを着用していますか。（○は１つだけ） 

１．着用している 

２．着用していないが、購入を検討して 

いる 

 

３．着用の努力義務は知っているが、 

着用していない 

４．着用していない 

５．自転車を利用しない 
 

問 37 「大阪府自転車条例」では、自転車利用中に他人にケガをさせた場合などに備える保険等に 

加入することを義務としています。 

あなたは、自転車に関する保険や共済に加入していますか。（○は１つだけ） 

１．加入している 

２．加入を検討・予定している  

３．加入義務は知っているが、まだ加入 

していない    

４．加入していない 

５．加入しているかどうかわからない、 

知らない 

６．自転車を利用しない 
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問 38 あなたは、本市の自転車の安全利用などに関する取り組みに満足していますか。 

各項目について、お考えに近い番号に○をつけてください。（○はそれぞれ１つだけ） 

 

 

 

 

項   目 

と
て
も
満
足
し
て
い
る 

ま
あ
満
足
し
て
い
る 

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な
い 

ま
っ
た
く
満
足
し
て
い
な
い 

１．駐輪場の整備・充実や放置自転車対策 1 2 ３ ４ 

２．安全で快適な自転車通行空間の整備状況 1 2 ３ ４ 

３．自転車交通ルール・マナーの周知に向けた取り組み※1 1 2 ３ ４ 

４．自転車利用を促進する取り組み※2 1 2 ３ ４ 

※1：自転車安全利用教室、街頭・駅頭での啓発活動 など 

※2：レンタサイクル（シェアサイクル）、サイクルイベントの開催 など 

 

 

 

問 39 あなたは、安全な水道水が安定して供給されており、安心して水道を利用できていると思い

ますか。（○は１つだけ） 

１．そう思う 

２．まあそう思う     

３．思わない      →問 40 へお進みください。 

４．どちらともいえない →問 41 へお進みください。 
 

問 39で「３．思わない」と答えられた方におたずねします。 
問 40 安心して水道を利用できない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．味 

２．水温 

３．におい 

４．工事等による断水 

５．水質 

６．その他（具体的に：         ） 

すべての方におたずねします。 
問 41 あなたは、水道水をどのように飲んでいますか。（○は１つだけ） 

１．蛇口等から出た水をそのまま飲んでいる 

２．そのままではないが飲んでいる（沸騰させて飲む、浄水器を通して飲む、など） 

３．水道水は飲まない 
 

 
 

問 42 あなたは、自宅の水害・土砂災害リスクを把握していますか。（○は１つだけ） 

１．把握している 2．把握していない 
 

問 43 あなたは、水害・土砂災害リスクをどのような手段で確認していますか。（○はいくつでも） 

１．高槻市のハザードマップ（冊子） 

２．高槻市ホームページ 

３．ハザードマップポータルサイト 

４．浸水ナビ 

５．国や大阪府の浸水想定区域図 

６．その他（具体的に：        ） 

（７）水道についてお聞かせ下さい。 

→問 41 へお進みください。 

（８）水害や土砂災害への備えについてお聞かせ下さい。 
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問 44 あなたは、水害や土砂災害に対し、どのような備えをしていますか。（○はいくつでも） 

1．非常持ち出し品を用意している 

2．家族で避難行動について確認している 

3．マイマップ（避難経路）やマイタイムライン（防災行動予定表）を作成し、いざと

いう時の行動をあらかじめ考えている 

4．地域の防災訓練などに参加し、地域とのつながりを作っている 

5．災害情報が取得できるように、メール等の受信設定をしている 

6．特に何もしていない 

7．その他（具体的に：                          ） 
 

問 45 あなたは、令和３年６月に高槻市が各ご家庭に配布した「高槻市水害・土砂災害ハザードマ 

ップ 2021改訂版」をご覧になられましたか。（○は１つだけ） 

１．見た        ２．見ていない ３．届いていない 
 

問 46 高槻市のハザードマップの印象を教えてください。（○は１つだけ） 

１．大変分かりやすい 

２．分かりやすい     

３．分かりにくい    →問 47 へお進みください。 
 

問 46で「３．分かりにくい」と答えられた方におたずねします。 
問 47 高槻市のハザードマップが分かりにくい理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．情報量が多すぎる 

２．とるべき避難行動がわからない  

３．地図の縮尺が小さい 

４．地図の凡例がわかりにくい（浸水深の色分けなど） 

５．冊子タイプより大判図面の方が良い 

６．その他（具体的に：                       ） 
 

 

 
 

すべての方におたずねします。 
問 48 あなたの世帯は自治会に加入していますか。（〇は１つだけ） 

１．加入している →問 49 へお進みください。 

２．加入していたが脱会した  

３．加入していない  

４．わからない  

５．自治会が地域にない  
 

問 48で「１．加入している」と答えられた方におたずねします。 
問 49 あなたが自治会に加入した理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．近隣住民と交流できる 

２．地域の行事・活動に参加したい 

３．回覧板等で地域の情報を得られる 

４．災害のときに心強い 

５．ゴミ出しに必要である 

６．加入の声かけ・勧誘があった 

７．周りの人が加入している 

８．加入することが当然だ 

９．親の世代から加入している 

10．入居時に加入が義務付けられて 

いた 

11．その他（具体的に：     ） 
 

→問 48 へお進みください。 

（９）自治会についてお聞かせ下さい。 

→問 53 へお進みください。 

→問 52 へお進みください。 
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問 50 あなたは、自治会活動のうち以下の活動に参加されていますか。また、今後その活動

に参加したいと思いますか。各活動についてお答えください。（○はそれぞれ１つだけ） 

※新型コロナウイルス感染症の影響等により活動が制限されている場合、影響

等がないと仮定してお答えください。 

 

 

 

 

項   目 

参
加
し
て
い
る
、
ま
た
は 

以
前
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る 

参
加
し
て
い
な
い
が
、
活
動

が
あ
れ
ば
参
加
し
て
み
た
い 

参
加
し
て
お
ら
ず
、
今
後
も 

参
加
し
な
い 

Ａ．地域の防犯活動、子どもの見守り活動 1 2 ３ 

Ｂ．地域の防災活動 1 2 ３ 

Ｃ．住民相互の助け合い、福祉活動 1 2 ３ 

Ｄ．地域清掃や美化活動 1 2 ３ 

Ｅ．祭り、文化祭や運動会などの地域行事、親睦を 

目的とした活動 
1 2 ３ 

 

問 51 自治会に加入していて負担に感じることは何ですか。（○は３つまで） 

１．会議や行事参加などで時間を 

とられる 

２．会議や行事参加などで体力的な 

負担が大きい 

３．自治会費の金銭的な負担が大きい 

４．近所づきあいが面倒である 

５．役員をやらなくてはいけない 

６．加入するメリットがない 

７．その他 

（具体的に：         ） 

８．特にない 

 

問 48で「２．加入していたが脱会した」「３．加入していない」と答えられた方におたずねしま
す。 
問 52 自治会に加入していない理由（または退会した理由）は何ですか。（○は３つまで） 

１．忙しくて活動に参加できない 

２．高齢・介護等により活動に参加 

できない 

３．近所づきあいが面倒である 

４．役員をやりたくない 

５．加入する必要性・メリットを感じない 

 

６．自治会が何をしている組織か 

わからない 

７．加入の声かけ・勧誘がない 

８．加入の仕方がわからない 

９．自治会費を払いたくない 

10．その他 

（具体的に：         ） 

すべての方におたずねします。 
問 53 あなたの地域の自治会がどのような活動を行っているか知っていますか。（〇は１つだけ） 

１．よく知っている 

２．少し知っている 

３．あまり知らない 

４．知らない 
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問 54 あなたの地域の自治会の活動について、どのように思いますか。（〇は１つだけ） 

※新型コロナウイルス感染症の影響等により活動が制限されている場合、新型コロナ

ウイルス感染拡大前の状況をお答えください。 

１．活発に活動している 

２．やや活発に活動している 

３．あまり活動していない 

４．わからない 
 

問 55 あなたの地域の自治会に望むこと、期待することは何ですか。（○は３つまで） 

１．防災活動の充実 

２．住民相互の助け合い、福祉活動の充実 

３．祭り、文化祭など地域行事の開催 

４．幅広い世代の活動への参加 

５．自治会加入者の増加 

６．役員の負担の軽減 

７．自治会費の軽減 

８．活動内容や自治会費の使われ方 

などの説明 

９．その他 

（具体的に：         ） 

10．特にない 

 

 

 

問 56 あなたは、高槻市の財政状況をどのように感じていますか。（〇は１つだけ） 

１．現在は、健全な状況を維持している 

２．もう既に、健全な状況ではない 

３．わからない 
 

問 57 あなたは、高槻市の行政サービスの在り方と利用者負担について、今後（10年先程度）は 

どのような状況だと思いますか。（〇は１つだけ） 

１．現在より施設を増やしたり、行政サービスを充実させても何ら問題ない 

２．現在の施設数や行政サービス水準のままであれば問題ない 

３．現在より施設を減らしたり、行政サービスを縮小しないと健全財政が維持でき 

ない 

４．どんなに頑張っても破綻すると思う 

５．わからない 
 

問 58 近い将来、人口減少による市税収入の減少や超高齢化による社会保障費の増大等により、

行政サービス（施設の管理運営、イベント、相談業務等）の水準の維持が困難となることが

見込まれます。 

あなたは、今後の行政サービスの在り方と利用者負担について、どのように考えますか。 

（〇は１つだけ） 

１．施設利用料等の利用者負担が増えてもよいので、現状のサービスを維持すべき 

２．施設利用料等の利用者負担を増やしたくないので、現状のサービスが低下・縮小 

・廃止となっても仕方がない 

３．わからない 

 

◆以上で質問は終了です。ご協力ありがとうございました。◆ 

 

 

（10）市の財政状況等についてお聞かせ下さい。 
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